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特集

市政
ニュース

活かす

情報

よもやま

日記

まちの

話題

II <k

Ｉ市制施行日Zl周年

Ｉ身体障害者デイサービスセンターを建設………さ
　わやか交流館を新たに６館建設m報公開等

　審査会の委員が決定

・岡崎市の発行する文化資料

麗市長の随想

■交通安全ファミリーフェスティノK)レノ東公園

　菖蒲まつり＜悠紀斎田お田植えまつり丿葵中
　伊賀川清掃

まちの　皿福岡ブロック　新しい特別教室
特派員だより美川ブロック十美合の子ども相撲

一枚の　固南公園市民プールオープン

写真から

まちかどm奥殿陣屋　英国流紅茶＆お菓子講座

インタビュー

人　　　囮合唱オリンピック出場の岡高コーラス部顧問

　　　　　　／近藤先生

声　　　田市民病院の駐車場、もう少し近くにあるとい
　　　　　　いですね

ふるさと固矢作川　川の家一矢作町

探訪

お知らせ固催し・講座・募集・相談・手続き・その他

お知らせ函介護保険料について

特集

裂表紙　函市美術博物館　クントウル・ワシ神殿の発掘

水のある空間一伊賀川　川まつり

　伊賀川の川まつりは、子どもたちが川に親しみ、

川をきれいにする心を育ててもらおうと、「伊賀川

を美しくする会」が毎年行っているものです。 27

回目を迎える今年は、７月21日圀の午前10時から

開催されます。当日は、伊賀八幡宮前などの４会

場で約３万匹のコイの稚魚や金魚が放流され、網

を片手に夢中になって魚を追う子どもたちの姿が

あちこちで見られることでしょう。

ｐ
竹
Ｆ

ｆ

χ
’
ｙ

Ｉｌ
ｊ
Ｍ

1／土　市制施行841.V丿年記念式ll'i (ill民会館、'r-前io時～)

2／日

3／月
-
4／火
-
5／水
-
6／木
-
7／金
-
8／土

Ｉ
ｙ

七夕

岡崎･|j’環境シンポジウム（竜芙II- 会館、|後1時30分～）

9／日

10／月

11／火　a造館･I'JIrli （おかぎき改造館、'r-ii'js時30分～）

12／水
-
13／木
-
14／金
-
15／土

-
16／日

17／月
-
18／火
-
19／水

-
20／木
-
21／金
-
22／土
-
23／日

リサイクルガラスK芸展（鮭殿陣J^i、～2311)

企叫展「クントゥル･ワシ神殿の発掘」（巾美術＼呼物館、-9

ij 3 ID

佗火人会さ敷売り出し（中火総介公園武道館､午D'j 9時～)
企画展「学ぼう/遊a:う./みんなのワンダーランド　こ.ど

も人叫覧会-m展一唐渾コレクションVf別Ji－」（おかぎき
m界子どら美術ほ物館、~ 9 )J 3 II)

巾立小中学咬l学期終業式

岡崎市峨没者及び戦災死お･追悼式（市民会館、午前ii時~)

海の日

福Mの忖夏まつり（柵祉の忖、午後5時～)

リサイクルの日(リサイクルブラザ､午Il'l9時～午後４時）

24／月

25／火　ａ遊filV'lil]市(おかざきａ遊館、午前8時30分～）

26／水
　　　　　　　　　　　　　　　　　　‥-

27／木

28／金

29／土　市民大学間諧(市民会館、午後2時~)

30／日

31／月

凪100御
市政だよりおかざきは、エコマーク認定の再生紙

に、環境にやさしい大豆油インキで印刷しています。

市政だより／おかざき2000年(平成12年)7月i日○
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一最近の主なできごとー

岡崎市郷土館が国の重要文化財に指定(12／0

ごみ袋の透明化を実施（4／1）

　岡崎市は、大正５年７月１日に県

下で３番目に市制を施行し、以来、

西三河の拠点都市として、発展を続

けてきました。

　今後も本市は、「人が輝く、活気に

満ちた、美しい都市　岡崎」の実現

をめざして、一層の飛躍を図ってま

いります。

　７月１日に、市民会館で行う市制

施行84周年記念式典において、岡崎

市の発展に功績を残されたかたがた

や団体を表彰します。

　表彰を受けるかたがたを、次のペ

ージでご紹介します。

「
人
が
輝
く
、
活
気
に
満
ち
た
、
美
し
い
都
市
　
岡
崎
」
の
実
現
を
め
ざ
し
て

21世紀プランを策定

介護保険の認定申請受付開始（4／1）

中央総合公園にせせらぎの庭完成（4 ／1）

ふれあいドーム岡崎オープン（4／21）
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ニ
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市
制
回
㈲
詞
祠
９

市
功
労
者

破
前
田
　
正
己
　
　
卒
年
6
0
（
本
　
宿
　
町
）

　
　
多
年
市
議
会
議
員
と
し
て
市
政
に
尽
力

　
さ
れ
、
本
市
の
発
展
並
び
に
市
民
福
祉
の

　
増
進
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

自
治
功
績
者

　
地
域
社
会
の
発
展
と
公
共
の
福
祉
川
進

に
貢
献
さ
れ
た
か
た
が
た

天
野
　
　
隆

市
川
　
敬
司

片
岡
　
新
平

川
上
　
　
喬

畔
柳
　
光
夫

酒
井
　
直
次

杉
浦
　
鉦
典

竹
之
内
二
一
郎

冨
田
　
磯
雄

鍋
田
　
洋
司

服
部
　
貞
弘

松
下
　
柴
治

746883
（
六
名
一
１
日
）

（
大
樹
寺
二
丁
目
）

（
明
大
寺
町
）

70 66

一一井城

内北

町町

一一

73 75 69 74

一一一一へ本百両戸

宿々　崎

町町町町ヽ-･－ヽ一一

●77
84 62

　平石s

　王津本

　pir 回:U

和
出

勇

7
3
（
上
里
一
丁
目
）

教
育
功
績
者

教
育
文
化
に
貢
献
さ
れ
た
か
た
が
た

神
谷
　
伸
治

柴
田
　
　
清

多
々
内
基
治

中
根
　
松
夫

羽
佐
田
　
清

6874636673

（
本
　
宿
　
町
）

（
西
本
郷
町
）

（
栄
　
　
　
町
）

（
石
　
神
　
町
）

（
明
大
寺
町
）

産
業
功

績
者

産
業
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
た
か
た
が
た

天
野
　
富
雄

磯
部
　
孟
位

小
納
谷
芳
男

柴
田

鋤
柄

杉
本

中
根

吉
田

吉　　　　光

雄稔茂男稿

647065786869
（
束
蔵
前
町
）

（
八
　
幡
　
町
）

（
滝
　
　
　
町
）

（
明
大
寺
町
）

（
梅
　
園
　
町
）

（
明
大
寺
町
）

82

へ駒

立

町
Ｗ

70

心板

屋

町
Ｗ

　
　
　
　
　

　
民
生
功
績
者

　
社
会
福
祉
の
向
上
に
貢
献
さ
れ
た
か
た

が
た

石
川
　
　
寛

大
水
　
秀
三

神
谷
　
正
雄

柴
田
ヨ
シ
ヱ

長
坂
　
一
二

8275756774
（
美
　
合
　
町
）

（
井
　
田
　
町
）

（
元
　
欠
　
町
）

（
真
福
寺
町
）

（
細
　
川
　
町
）

市政だより／おかざき2000年(平成12年)7月1日{●
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○市章Ｏ市制施行当時(大正5年)と
　岡崎城は、一名「竜ヶ城（たつがじょ

う）」とも呼ばれ、もとこの山に竜神が住

み、城が築かれるとその守護神となり、

敵が攻めてきたときは、必ず黒雲で城を

覆って守ったと伝えられています。

現在の岡崎市を比較すると…

　㎜　¶-皿=　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　--Ｉ

　また、徳川家康公がこの城に応々の声をあげたときも竜

神が現われて天に舞つたという伝説があります。

　岡崎市の市章は、このような故事をとり入れ、吉兆の竜

にちなんで、外まわりに竜の爪が宝珠をつかんだ形を配し、

中に「岡」の文字を図案化したものです。

－ - -

大正5年（IE月調査） 平成12年（5月末現在）

○人口　3 7,6 3 9人

○戸数　8,401世帯

○面積　19.6 8 km^

○人口　339,012人

○戸数119,5E8世帯

○面積　e26.97km^

資料「市勢要覧」、「岡崎市統計書」

保
健
衛
生
功
績
煮

　
医
療
業
務
や
保
健
衛
生
に
貢
献
さ
れ
た

か
た
が
た

磯
村
　
儀
一

黒
田
　
　
亘

佐
馬
　
　
智

嶋
田
　
六
郎

高
須
　
謙
二

竹
内
　
　
隆

竹
内
　
幹
彦

都
築
　
正
之

中
野
　
　
陽

新
家
　
正
美

故
山
本
　
　
均

816968
（
庄
司

（
羽

（
亀

59

心

7460
― n

56

　
　
　
　
″
／

　
　
　
　
’
Ｌ
Ｏ

　
　
　
　
<
ｘ
>

　
　
　
　
７

７
年

6 5

根
Ｆ
‐
）

　
町
）

　
井
　
町
）

田
南
町
）

（
六
供
本
町
）

（
松
　
本
　
町
）

（
福
　
寿
　
町
）

（
八
　
幡
　
町
）

（
本
町
通
三
Ｆ
‐
）

（
矢
　
作
　
町
）

（
岡
　
　
　
町
）

納
税
功
績
者

納
税
業
務
に
貢
献
さ
れ
た
か
た
が
た

天
野
　
　
健

香
村
　
　
浩

平
野
　
晴
海

別
府
　
　
修

大
平
辻
中
納
税
組
合

鴨
田
七
区
納
税
組
合

高
畑
納
税
組
合

中
七
丁
目
納
税
組
合

橋
目
中
納
税
組
合

72

八真

宮

町
Ｗ

72 68 76

－一一伊伊人

賀賀平

町町町－－－

”大

平

町

Ｗ

八鴨

田

町

Ｗ

八中

島

町

Ｗ

ぺ巾

町

Ｗ

八橋

目

町

Ｗ

交
通
安
全
の
推
進
に
貞
献
さ
れ
た
か
た

が
た

天
野
　
順
正

太
田
　
隆
夫

小
野
田
孝
義

川
澄
　
勝
美

倉
橋
　
　
稔

高
橋
　
好
治

長
坂
　
吉
一

中
根
　
浩
三

平
岩
　
勝
美

本
多
　
和
夫

渡
舎
　
　
明

｜

｜

54494962

（
六
乞
‥
東
町
）

（
下
和
田
町
）

（
若
　
宮
　
町
）

（
秦
　
梨
　
町
）

58

心背

生

町
Ｗ

62

ら真

伝

町
Ｗ

64

ら細

川

町
Ｗ

60

ぺ鴨

田

本

町
Ｗ

51 51 63

一一一
六大島

供幡坂

町町町－－－

消
防
功
績
者

-

-

　
消
防
活
動
な
ど
に
貢
献
さ
れ
た
か
た
が

た神
田
　
重
男
　
　
　
5
1
（
桑
　
谷
　
町
）

岡
崎
市
常
磐
消
防
団
　
　
（
滝
　
　
　
町
）

豊
田
工
機
株
式
会
社
　
　
（
市
　
場
　
町
）

岡
　
崎
　
工
　
場

自
衛
消
防
隊

篤

行

者

明
田
　
要
司
　
　
　
6
7
（
康
　
生
　
町
）

　
多
年
に
わ
た
り
伊
賀
川
の
清
掃
奉
仕
活

動
を
続
け
地
域
の
生
活
環
境
の
向
Ｌ
に
寄

与
さ
れ
ま
し
た
。

石
山
　
健
一
　
　
　
　
5
1
（
大
　
西
　
町
）

　
多
年
に
わ
た
り
献
血
事
業
に
協
力
さ
れ

ま
し
た
。

梅
原
　
佳
男
　
　
　
7
3
（
恵
　
田
　
町
）

　
多
年
に
わ
た
り
地
域
の
草
刈
清
掃
活
動

を
続
け
生
活
環
境
の
向
上
に
寄
与
さ
れ
ま

し
た
。

岡
田
　
博
一
　
　
　
　
6
0
（
若
　
松
　
町
）

　
自
己
の
危
険
を
顧
み
ず
水
難
に
あ
っ
た

少
女
を
救
助
さ
れ
ま
し
た
。

金
子
　
銑
次
　
　
　
6
0
（
六
　
供
　
町
）

　
多
年
に
わ
た
り
献
血
事
業
に
協
力
さ
れ

ま
し
た
。

丸
山
　
静
江
　
　
　
6
3
（
美
　
合
　
町
）

　
多
年
に
わ
た
り
福
祉
施
設
人
所
児
章
に

就
学
祝
品
と
し
て
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
を
寄

贈
さ
れ
ま
し
た
。

渡
濃
さ
よ
子
　
　
　
5
5
（
上
（
名
一
ド
目
）

　
多
年
に
わ
た
り
福
祉
施
設
な
ど
で
マ
ジ

ッ
ク
に
よ
る
慰
問
活
動
を
続
け
ら
れ
ま
し

た
。

岡
崎
遊
技
業
協
同
組
合
　
（
久
後
崎
町
）

　
多
年
に
わ
た
り
社
会
福
祉
増
進
の
た
め

多
額
の
金
員
を
贈
り
続
け
ら
れ
ま
し
た
。

社
会
福
祉
法
人
愛
知
玉
葉
会
藤
花
荘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
藤
　
川
　
町
）

　
多
年
に
わ
た
り
旧
東
海
道
松
並
木
の
草

刈
清
掃
活
動
を
続
け
地
域
の
生
活
環
境
の

向
ｈ
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

牡
　
丹
　
会
　
　
　
　
　
　
（
蓬
　
莱
　
町
）

　
多
年
に
わ
た
り
福
祉
施
設
な
ど
で
日
本
舞

踊
に
よ
る
慰
問
活
動
を
続
け
ら
れ
ま
し
た
。

宮
城
社
岡
崎
紀
友
会
　
　
（
福
　
岡
　
町
）

　
多
年
に
わ
た
り
社
会
福
祉
増
進
の
た
め

多
額
の
金
‥
貝
を
贈
り
続
け
ら
れ
ま
し
た
。

本
宿
も
づ
く
会
　
　
　
　
（
本
　
宿
　
町
）

　
多
年
に
わ
た
り
地
域
の
清
掃
奉
仕
活
動

及
び
小
学
校
へ
図
書
の
寄
贈
並
び
に
敬
老

会
参
加
者
の
送
迎
を
続
け
ら
れ
ま
し
た
。

○
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身
体
障
害
者
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
を

建
設
し
ま
す

　
重
複
重
度
障
害
者
を
対
象
に
し
た
身
体

障
害
者
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
を
、
欠

町
の
「
福
祉
の
村
」
内
に
建
設
し
ま
す
。

　
同
村
は
、
長
寿
者
及
び
心
身
障
害
（
児
）

者
の
か
た
の
福
祉
総
合
拠
点
で
あ
り
、
こ

れ
ま
で
も
講
座
を
中
心
と
し
た
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
を
行
う
「
友
愛
の
家
」
が
村
内
に
あ

り
ま
し
た
が
、
障
害
者
の
「
介
護
型
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
」
と
し
て
は
、
市
内

で
初
の
施
設
と
な
り
ま
す
。

　
こ
の
施
設
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造

り
平
家
建
て
約
六
百
八
十
平
方
び
に
、
介

護
室
及
び
休
養
室
、
食
堂
、
浴
室
、
脱
衣

室
な
ど
を
そ
ろ
え
、
定
員
は
二
十
人
。
寝

な
が
ら
入
る
こ
と
の
で
き
る
特
殊
浴
槽
な

ど
も
備
え
ら
れ
ま
す
。

　
利
用
で
き
る
の
は
、
お
お
む
ね
ト
八
歳

以
ｈ
の
重
度
の
肢
体
不
自
由
及
び
重
度
の

知
的
障
害
が
重
複
し
て
い
る
在
宅
の
障
害

者
で
、
入
浴
・
給
食
・
送
迎
サ
ー
ビ
ス
の

ほ
か
、
介
護
福
祉
士
や
看
護
婦
な
ど
の
資

格
を
持
つ
職
員
が
、
ほ
ぼ
マ
ン
ツ
ー
マ
ン

で
、
機
能
訓
練
や
介
護
方
法
の
指
導
、
健

康
指
導
に
あ
た
り
ま
す
。

　
着
工
は
七
月
中
旬
、
平
成
十
三
年
四
月

か
ら
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
す
る
予
定
で
す
。

　
　
　
●

さ
わ
や
か
交
流
館
を

六
館
建
設
し
ま
す

　
地
域
の
健
康
な
長
寿
者
と
女
性
団
体
が
、

世
代
を
越
え
た
交
流
を
通
じ
て
、
知
識
及

び
経
験
を
伝
承
す
る
と
と
も
に
、
長
寿
者

が
、
新
た
な
職
業
能
力
を
身
に
付
け
て
活

躍
で
き
る
技
術
の
習
得
を
目
指
す
「
さ
わ

や
か
交
流
館
」
。
井
田
、
矢
作
北
に
続
い

て
、
新
た
に
四
館
を
建
設
し
ま
す
。

■
羽
根
さ
わ
や
か
交
流
館

場
　
所
　
羽
根
町
字
池
脇
二
十
六
番
地
三

床
面
積
　
百
八
十
一
・
二
Ｉ
平
方
μ

構
　
造
　
鉄
骨
二
階
建
て

１
本
宿
さ
わ
や
か
交
流
館

場
　
所
　
本
宿
町
字
古
新
田
ト
ー
番
地
一

床
面
積
　
百
二
十
九
・
七
三
平
方
ご

構
　
造
　
鉄
骨
平
家
建
て

■
細
川
さ
わ
や
か
交
流
館

場
　
所
　
細
川
町
字
長
原
百
十
一
番
地
一

床
面
積
　
百
六
十
九
・
〇
七
平
方
μ

構
　
造
　
鉄
骨
平
家
建
て

■
六
名
さ
わ
や
か
交
流
館

場
　
所
　
六
名
南
一
丁
目
二
番
地
一

床
而
積
　
百
七
ト
九
・
〇
九
平
方
‐

構
　
造
　
鉄
骨
平
家
建
て

　
各
施
設
と
も
市
民
ホ
ー
ム
に
併
設
し
、

　
「
長
寿
者
室
」
や
「
女
性
団
体
室
」
、

　
「
研
修
室
」
を
備
え
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
羽
根
と
本
宿
は
九
月
一
口
か
ら
、

細
川
と
六
夕
‥
は
十
月
一
目
か
ら
利
用
で
き

る
折
定
で
す
。

　
ま
た
、
矢
作
南
と
六
ッ
美
中
部
の
二
館

に
つ
い
て
も
、
来
年
四
月
開
館
に
向
け
、

現
在
、
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
●

情
報
公
開
等
審
査
会
の

委
員
が
決
ま
り
ま
し
た

　
岡
崎
市
情
報
公
綴
ｌ
｀

開
条
例
及
び
岡
崎
菌
丿

市
個
人
情
報
保
護
ご
一
に
～

条
例
が
、
平
成
十
∇
イ

二
年
七
月
一
日
か

ら
施
行
さ
れ
ま
す
。

　
こ
れ
に
伴
い
。

巾
の
機
関
が
行
う
Ｉ

開
示
ま
た
は
非
開

示
の
決
定
に
対
す

冊

る
不
服
申
立
て
の
　
ｒ
ｈ
Ｆ
Ｌ

審
議
な
ど
を
行
う

岡
崎
市
情
報
公
開
・

個
人
情
報
保
護
審
査
会
を
設
置
し
ま
す
。

　
審
査
会
の
委
員
に
委
嘱
さ
れ
る
の
は
、

次
の
背
さ
ん
で
す
。

田
上
光
大
氏
（
愛
知
学
泉
大
学
教
授
）
、

杉
浦
一
孝
氏
（
名
古
屋
大
学
教
授
）
、
松

谷
洋
氏
（
毎
日
新
聞
社
中
部
本
社
代
表
室

特
別
顧
問
）
、
加
藤
高
規
氏
（
弁
護
士
）
、

山
本
健
司
氏
（
弁
護
士
）

　
な
お
、
公
文
書
及
び
個
人
情
報
の
開
示

を
七
月
三
‐
か
ら
市
政
情
報
コ
ー
ナ
ー

　
（
市
役
所
本
館
二
階
）
で
請
求
で
き
ま
す
。

詳
し
く
は
、
前
号
（
六
月
十
五
目
？
）
の

市
政
だ
よ
り
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
電
話
・
Ｆ
Ａ
χ
サ
ー
ビ
ス
で
も

ご
案
内
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
利
川
く
だ

さ
い
。

Ｉ
メ
ニ
ュ
ー
番
号

761762

情
報
公
開
制
度

個
人
情
報
保
護
制
度



も
っ
と
知
っ
て
ほ
し
い
岡
崎

　
岡
崎
の
歴
史
の
こ
と
を
聞
か
れ
た
と
き
、

家
康
公
が
生
ま
れ
る
前
の
こ
と
は
あ
ま
り

知
ら
な
い
と
い
う
か
た
が
多
い
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　
　
●

　
市
で
は
、
岡
崎
の
歴
史
を
紹
介
す
る
各

稲
出
版
物
を
頒
布
し
て
い
ま
す
。

　
代
表
的
な
も
の
に
、
原
始
時
代
か
ら
現

代
ま
で
、
岡
崎
の
歴
史
を
詳
し
く
解
説
し

た
「
新
編
岡
崎
市
史
全
二
十
巻
」
が
あ
り

ま
す
。
本
文
編
や
史
料
編
の
ほ
か
、
民
俗

や
美
術
工
芸
、
自
然
な
ど
分
野
別
に
ま
と

め
て
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
歴
史
上
の
人
物

や
寺
社
な
ど
の
解
説
を
五
十
音
順
に
載
せ

た
総
集
編
（
第
二
十
巻
）
も
あ
り
、
あ
ま

り
専
門
的
な
こ
と
ま
で
は
必
要
が
な
い
か

た
、
ち
ょ
っ
と
調
べ
た
い
と
い
う
か
た
に

は
お
薦
め
で
す
。
身
近
な
所
で
は
、
皆
さ

ん
が
卒
業
さ
れ
た
小
中
学
校
の
沿
革
を
調

べ
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
一
巻
ず
つ
販
売

し
ま
す
の
で
、
ｎ
ハ
味
の
あ
る
巻
だ
け
を
お

□
い
求
め
い
た
だ
け
ま
す
。

　
ま
た
、
市
史
に
つ
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
角

皮
か
ら
研
究
を
加
え
た
論
文
集
「
市
史
研

究
」
を
年
一
回
発
行
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
に
は
、
平
成
十
年
に
戸
崎
町

で
発
掘
調
査
を
行
な
っ
た
、
外
山
古
墳
群

の
発
掘
調
査
の
概
報
が
あ
り
ま
す
。
フ
ル

カ
ラ
ー
印
刷
の
十
六
ペ
ー
ジ
、
図
や
写
真

な
ど
を
多
く
取
り
入
れ
、
一
般
の
か
た
に

も
わ
か
り
や
す
い
内
容
に
な
っ
て
い
ま
す
。

古
代
人
の
生
活
を
想
像
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
こ
の
機
会
に
岡
崎
市
の
歴
史
を
振
り
返

っ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

　
新
編
岡
崎
市
史
＝
全
巻
九
万
九
千
百
円

　
（
各
巻
で
価
格
が
異
な
り
ま
す
。
総
集

編
＝
四
千
七
百
円
）
、
市
史
研
究
＝
九
百
円
、

外
山
古
墳
群
発
掘
調
査
概
報
＝
四
百
円

市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
文
化
財
班

a
2
3
・
６
1
７
７

｜

第417回

ま
も
な
く
十
県
を
統
合
し
て
額
田
県

が
誕
生
し
、
県
庁
は
岡
崎
城
内
に
置

か
れ
た
。

　
当
時
、
岡
崎
は
、
県
庁
所
在
地
で

あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
額
田
県
と
ほ
ぽ
同
時
に
尾
張
部
に

は
名
古
屋
県
が
で
き
、
翌
明
治
五
年

四
月
に
愛
知
県
と
改
称
し
、
十
一
月

に
は
政
府
に
よ
り
額
出
県
を
統
合
し

現
在
の
愛
知
県
が
形
づ
く
ら
れ
た
。

　
統
合
の
理
山
は
、
行
政
上
の
便
宜

と
経
費
の
節
約
の
た
め
と
み
ら
れ
る

が
、
直
後
に
三
河
分
県
論
が
起
こ
り
、

明
治
半
ば
ま
で
分
県
運
動
は
盛
ん
で

あ
っ
た
と
い
う
。
額
田
県
庁
の
あ
っ

た
岡
崎
の
人
々
に
と
っ
て
、
政
府
に

よ
る
一
方
的
な
統
合
は
、
感
情
的
に

受
け
入
れ
難
か
っ
た
に
述
い
な
い
。

　
二
十
一
世
紀
は
地
方
の
時
代
と
い

わ
れ
今
で
は
廃
県
置
藩
と
い
う
こ
と

ま
で
が
議
論
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
広
域
の
住
民
が
等
し
く
幸
せ
に
暮

ら
す
こ
と
が
で
き
、
ま
た
住
民
の
意

思
が
最
大
限
に
尊
重
さ
れ
る
地
方
の

時
代
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え

て
い
る
。

７

県
庁
所
在
地
だ
っ
た
岡
崎

市
i
ｒ

≫^
■
根
猿
大

　
七
月
一
目
は
市
制
記
念
日
。
今
年

で
岡
崎
市
は
、
市
制
施
行
八
十
四
周

乍
を
迎
え
る
。
大
正
五
年
の
市
制
施

行
当
時
、
人
目
は
６
　
か
三
七
、
六
三

九
人
、
而
禎
も
一
九
・
六
八
平
方
ｊ

メ
ー
ト
ル
で
あ
っ
た
。
八
十
四
年
経

っ
た
現
在
、
人
口
は
約
九
倍
、
而
績

は
約
十
一
倍
に
増
え
て
い
る
。
こ
れ

は
、
近
隣
町
村
の
合
併
と
市
民
の
郷

土
愛
に
よ
っ
て
培
わ
れ
た
市
の
繁
栄

に
他
な
ら
な
い
。

　
戦
災
や
三
河
地
震
、
伊
勢
湾
台
風

な
ど
の
不
幸
な
出
来
事
も
あ
っ
た
が
、

岡
崎
市
は
順
調
な
発
展
を
遂
げ
て
い

る
と
い
っ
て
過
言
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

　
さ
て
、
岡
崎
市
の
基
礎
と
な
っ
た

の
は
、
明
治
二
十
二
年
の
町
制
を
し

い
た
岡
崎
町
で
あ
り
、
さ
ら
に
遡
れ

ｆ
、

１
１

岡
崎
藩
・
西
大
平
藩
な
ど
と
な

る
。
市
制
施
行
以
前
の
歴
史
を
播
く

と
な
逮
の
気
概
や
気
質
が
よ
く
顕
れ

て
、
傀
ハ
味
深
い
も
の
が
あ
る
。

　
明
治
四
年
の
廃
藩
置
県
に
よ
り
。

岡
崎
藩
を
は
じ
め
三
河
部
の
十
藩
は

各
々
県
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
、
つ
た
。



家
族
で
学
ぶ
交
通
安
全

　
４
‐
、
中
央
総
介
公
園
多
目
的
広
場
で

「
み
ん
な
で
話
し
合
う
交
通
安
全
」
を
テ

ー
マ
に
、
交
通
安
全
フ
ァ
ミ
リ
ー
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
‐
は
、
幼
稚
園
や
小
学
校
の
ｆ
ど
も

た
ち
に
よ
る
器
楽
演
奏
が
行
わ
れ
、
先
着

千
人
の
か
た
に
［
鳩
保
育
園
児
と
プ
リ
ン

セ
ス
お
か
ざ
き
の
一
日
弊
‥
察
官
か
ら
吽
発

品
が
配
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
楽
し
み
な

が
ら
交
通
安
令
意
識
を
身
に
つ
け
て
も
ら

お
う
と
、
た
く
さ
ん
の
イ
ベ
ン
ト
コ
ー
ナ

ー
が
設
け
ら
れ
、
自
転
車
ゲ
ー
ム
や
ミ
ニ

Ｓ
Ｌ
、
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
で
の
車
回
転

体
験
に
子
ど
も
た
ち
が
列
を
作
り
ま
し
た
。
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御
田
植
唄
も
高
ら
か
に

　
今
日
の
よ
い
日
の
御
田
植
は
じ
め

　
　
　
　
　
　
　
稲
の
ｉ
５
｜
歳
御
世
の
赦

　
ゆ
っ
た
り
と
し
た
歌
に
介
わ
せ
、
菅
笠

を
か
ぶ
っ
た
女
性
た
ち
が
一
斉
に
苗
を
随

え
て
い
き
ま
す
。

　
四
日
、
岡
崎
市
無
形
民
族
文
化
財
、
六

ツ
美
悠
紀
斎
田
「
お
田
植
え
ま
つ
り
」
が

古
式
豊
か
に
と
リ
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
大
正
天
皇
即
位
の
大
き
‥
祭
に

用
い
る
新
米
を
作
る
斎
田
と
し
て
当
時
の

六
ツ
美
村
中
島
の
田
が
指
定
さ
れ
た
こ
と

に
始
ま
る
も
の
で
、
地
元
保
存
会
に
よ
っ

て
毎
年
六
月
に
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
伝

統
衣
裳
に
身
を
包
ん
だ
奉
耕
者
が
斎
田
に

入
る
と
、
大
勢
の
兄
物
客
が
一
斉
に
カ
メ

ラ
の
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切
っ
て
い
ま
し
た
。

み
ん
な
で
美
し
い
川
を
守
ろ
う

　
二
日
、
葵
中
学
校
の
全
校
生
徒
に
よ
る

伊
賀
川
清
掃
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
活
動
は
、
昭
和
ニ
ト
二
年
の
生
徒

会
発
足
以
来
毎
年
行
わ
れ
、
四
口
‥
に
行
わ

れ
た
伊
賀
川
を
美
し
く
す
る
会
の
活
動
と

と
も
に
、
全
市
的
に
行
わ
れ
る
河
川
美
化

に
協
力
す
る
も
の
で
す
。
生
徒
た
ち
は
二

時
間
ほ
ど
か
け
て
、
せ
っ
せ
と
鎌
を
動
か

し
、
茂
っ
た
草
と
格
闘
し
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
五
日
に
は
、
葵
中
学
校
の
長
年

の
功
績
が
評
価
さ
れ
、
平
成
十
二
年
皮
環

境
医
全
活
動
功
労
団
体
知
事
表
彰
を
受
け

ま
し
た
。
九
日
、
渾
校
長
と
市
役
所
を
訪

れ
た
生
徒
会
長
の
猪
飼
君
は
「
こ
う
い
っ

た
奉
仕
活
動
を
全
校
生
徒
で
行
う
こ
と
で
、

皆
の
環
境
へ
の
意
識
が
強
ま
っ
て
い
ま
す
」

と
巾
長
に
報
告
し
ま
し
た
。

初
夏
の
風
物

詩●

菖
蒲
ま
つ
り

　
涼
や
か
な
風
が
、
紫
や
［
の
佗
の
上
を

吹
き
抜
け
て
い
ま
す
。

　
束
公
園
で
は
、
一
目
か
ら
「
束
公
園
菖

蒲
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
、
連
‐
、
市
の

内
外
か
ら
訪
れ
た
大
勢
の
か
た
で
賑
わ
い

ま
し
た
。

　
東
公
園
の
佗
菖
蒲
園
は
、
昭
和
三
十
九

年
に
整
備
さ
れ
、
以
来
、
約
二
千
平
方
μ

の
敷
地
内
に
九
千
株
の
菖
蒲
が
育
て
ら
れ

て
い
ま
す
。
菖
蒲
に
は
千
種
類
以
上
の
品

種
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
こ
で
は
そ
の
う
ち

の
六
十
腫
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
二
十
日
ま
で
の
期
間
中
は
夜
間
照
明
も

行
わ
れ
、
人
々
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ

ま
し
た
。
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福
岡
町
は
、
古
く
は
「
土
呂
」
と
呼
ば

れ
、
徳
川
家
康
公
の
重
臣
石
川
数
正
に
よ

つ
て
再
皿
ハ
さ
れ
た
歴
史
あ
る
ま
ち
で
す
。

ｈ
呂
の
シ
ン
ボ
ル
「
陣
屋
の
三
河
黒
松
」

の
あ
る
福
岡
小
学
校
に
、
ピ
カ
ピ
カ
の
三

附
建
て
特
別
教
室
棟
が
建
ち
ま
し
た
。
こ

の
素
敵
な
小
学
佼
を
紹
介
し
ま
す
。

　
特
別
教
室
棟
は
、
北
門
か
ら
入
っ
て
正

而
の
時
計
の
裏
が
、
貯
水
槽
に
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
貯
水
階
の
あ
る
犀
上
か
ら
は
、

Ｍ
岡
町
全
体
を
兄
渡
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
一
階
に
は
、
本
を
備
え
た
小
さ
な
談
話

室
の
よ
う
な
職
員
玄
関
、
分
厚
い
一
枚
板

の
作
業
台
の
あ
る
図
工
室
・
図
工
準
備
室
、

ミ
シ
ン
、
レ
ン
ジ
、
か
わ
い
い
流
し
台
の

あ
る
家
庭
科
室
・
家
庭
科
準
備
室
が
あ
り

ま
す
。
二
階
に
は
、
理
科
室
が
二
部
屋
あ

り
、
う
ち
一
部
屋
に
は
、
布
製
の
プ
ラ
ネ

タ
リ
ウ
ム
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

空
調
な
ど
が
完
璧
な
パ
ソ
コ
ン
室
・
パ
ソ

コ
ン
準
備
室
も
あ
り
ま
す
。
三
階
に
は
、

音
楽
室
が
二
部
屋
と
音
楽
準
備
室
、
防
音

設
備
の
整
っ
た
レ
ッ
ス
ン
室
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
し
て
、
各
階
の
璧
而
に
は
、
本
棚
、

展
示
壁
が
あ
り
、
心
和
ら
ぐ
ゆ
と
り
の
空

間
が
作
ら
れ
て
い
ま
す
。
特
に
、
三
階
の

展
示
壁
は
、
福
岡
学
区
郷
土
コ
ー
ナ
ー
と

な
っ
て
お
り
、
文

化
財
の
写
真
の
パ

ネ
ル
が
展
示
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
ト
イ
レ

は
。
車
イ
ス
で
利

川
で
き
る
障
害
者

川
ト
イ
レ
が
あ
り
、

ｆ
ど
も
た
ち
が
福

祉
に
つ
い
て
、
関

?SiE]ブロンク

心
を
持
つ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
、
本
校
舎
の
二
階
で
は
、
福

岡
地
区
の
花
「
紫
陽
花
」
を
描
い
た
ガ
ラ

ス
の
欄
間
の
あ
る
本
格
的
な
十
…
Ｗ
二
問
の

和
室
と
、
広
い
空
間
の
落
ち
着
い
た
図
書

室
の
二
部
屋
が
改
築
さ
れ
ま
し
た
。
ど
の

教
室
を
兄
て
も
、
子
ど
も
た
ち
の
楽
し
い

授
業
風
景
が
あ
り
ま
す
。

　
中
学
校
の
移
転
で
、
広
い
連
動
場
・
新

し
い
特
別
教
室
棟
が
で
き
、
ま
た
、
子
ど

も
た
ち
が
の
び
の
び
と
成
長
し
て
い
く
姿

に
感
謝
し
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
も
見
守
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
●
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私
の
住
む
美
合
町
で
は
、
毎
年
、
十
月

の
第
一
日
曜
日
に
日
吉
神
社
大
祭
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
日
に
行
わ
れ
る
「
日
吉
神
社

奉
納
子
ど
も
相
撲
大
会
」
を
紹
介
し
ま
す
。

　
子
ど
も
相
撲
が
始
ま
っ
た
の
は
、
昭
和

四
ト
年
こ
ろ
で
す
。
そ
れ
以
前
は
、
芙
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
駅
前
に
四
本
の
柱

美川ブコック

を
立
て
て
、
青
年

奉
納
相
撲
と
し
て

行
わ
れ
て
い
ま
し

た
。
そ
れ
が
現
在

で
は
、
未
就
学
児

と
小
学
生
だ
け
の

取
り
組
み
に
変
わ

っ
た
の
で
す
。

　
昔
か
ら
日
吉
神

社
の
御
神
体
は
、
相
撲
が
人
好
き
で
、

　
「
相
撲
を
や
る
か
ら
そ
の
年
は
豊
作
だ
」

　
「
相
撲
を
や
る
か
ら
お
祭
り
の
‐
は
天
気

が
良
い
」
と
聞
い
て
い
ま
す
。
私
か
小
学

生
だ
っ
た
三
十
年
ほ
ど
前
は
、
日
吉
神
社

の
氏
う
Ｌ
だ
け
し
か
参
加
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
現
在
は
別
の
通
学
団
、
他
の
学
区
、

さ
ら
に
は
女
の
子
も
上
牛
身
裸
に
な
っ
て

参
加
し
て
い
ま
す
。

　
取
り
組
み
は
、
一
本
０
　
負
、
三
本
抜
き
、

五
本
抜
き
、
通
学
団
別
対
抗
の
団
体
戦
が

あ
り
ま
す
。
未
就
学
児
以
外
は
、
す
べ
て

同
学
年
の
子
ど
も
同
士
で
対
戦
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
●

　
劃
「
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１
７

背
の
高
い
子
低
い
子
、
体
重
の
爪
い
子
軽

い
子
な
ど
が
混
〈
‐
で
勝
負
す
る
の
で
。
大

技
小
技
あ
り
、
珍
プ
レ
ー
あ
り
と
、
と
て

も
お
も
し
ろ
い
も
の
で
す
。
土
俵
の
周
り

に
は
、
我
が
子
の
一
番
を
一
目
見
よ
う
と
、

百
人
近
く
の
保
箇
者
の
か
た
が
集
ま
り
、

一
生
懸
命
に
声
援
を
送
っ
て
い
ま
す
。

　
賞
金
は
、
勝
噺
に
は
二
百
円
。
敗
者
に

は
百
円
、
ま
た
、
団
体
幟
は
一
位
か
ら
三

位
ま
で
に
金
銀
釧
の
メ
ダ
ル
と
賞
状
、
賞

品
が
贈
ら
れ
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
は
、
受

け
取
っ
た
賞
金
を
手
に
す
ぐ
に
露
店
へ
と

向
か
い
、
か
わ
い
ら
し
い
も
の
で
す
。

　
行
司
は
美
八
‐
学
区
体
育
委
員
の
か
た
な

ど
で
、
毎
年
軍
配
を
振
っ
て
い
る
か
た
も

み
え
ま
す
。
土
俵
は
年
に
一
度
の
お
祭
り

が
過
ぎ
れ
ば
、
四
方
に
囲
い
を
張
り
、
シ

ー
ト
を
か
ぶ
せ
て
、
来
年
の
た
め
大
切
に

保
存
さ
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
裏
方
の

世
話
役
の
か
た
も
、
し
っ
か
り
と
子
ど
も

相
撲
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
地
元
出
身
の
琴
光
喜
関
も
活
躍

中
で
す
。
こ
の
岡
崎
か
ら
、
数
多
く
の
関

取
が
誕
生
す
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
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ラ
珂
悳
、

が
ら

南
公
園
市
民
プ
ー
ル

オ
ー
プ
ン

　
昭
和
四
十
七
年
七
月
二
十
日
、
南
公
園

内
に
市
民
プ
ー
ル
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
市
消
防
音
楽
隊
の
演
奏
や
市
内

の
小
学
生
か
ら
一
般
男
女
ま
で
が
参
加
し

た
競
泳
な
ど
で
賑
い
ま
し
た
。

　
以
来
、
岡
崎
市
民
に
愛
さ
れ
、
親
し
ま

れ
続
け
て
い
る
市
民
プ
ー
ル
。
今
年
も
八

月
三
十
一
日
俐
ま
で
利
用
で
き
ま
す
。
利

用
時
間
は
午
前
九
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で
、

利
用
料
は
大
人
六
十
円
、
子
ど
も
（
中
学

生
以
下
）
三
十
円
で
す
。
こ
れ
か
ら
の
季

節
、
涼
し
い
プ
ー
ル
で
暑
さ
に
負
け
な
い

体
力
づ
く
り
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

右/柴田玲子さん（真伝町）

中/実香さん、左/富士子さん

　
親
子
三
代
で
参
加
し
ま
し
た
。
普
段
は

コ
ー
ヒ
ー
を
よ
く
飲
む
の
で
す
が
、
最
近

は
三
人
と
も
紅
茶
に
興
味
を
持
ち
は
じ
め
、

特
に
ロ
ー
ズ
テ
ィ
ー
が
気
に
入
っ
て
い
ま

す
。
今
日
い
た
だ
い
た
ロ
ー
ズ
テ
ィ
ー
と

手
作
り
の
ロ
ー
ズ
ク
ッ
キ
ー
は
、
バ
ラ
の

香
り
が
し
て
と
て
も
お
い
し
か
っ
た
で
す
。

バラに囲まれてティーパーティー

　６月4［1（日）、奥殿陣屋バラ園広場で『英国流紅茶＆

お菓子講座』が開催されました。香りの良さやダイエ●

ツト効果など、最近話題の紅茶講座は女性に大人気。

　満開のバラを見ながら英国流紅茶マナーを熱心に学

び、ローズティーで優雅なひとときを味わいました。右/石原喜代子さん（羽栗町）

左/周防三保さん（真伝町）

　
家
で
は
テ
ィ
ー
バ
ッ
グ
の
紅
茶
を
飲
む

こ
と
が
多
い
の
で
す
が
、
本
格
的
に
茶
葉

か
ら
い
れ
て
み
た
い
と
思
い
参
加
し
ま
し

た
。
紅
茶
の
効
用
や
マ
ナ
ー
な
ど
と
て
も

勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
特
に
、
テ
ィ
ー
サ

ー
バ
ー
に
お
湯
を
注
ぐ
と
き
、
す
ご
く
上

の
方
か
ら
注
ぐ
の
に
驚
き
ま
し
た
。

中嶋一恵さん（料理研究家）

　
屋
外
で
バ
ラ
を
見
な
が
ら
の
講
座
は
、

リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
お
話
し
で
き
ま
し
た
。

毎
日
の
生
活
の
中
に
少
し
だ
け
ゆ
と
り
を

と
っ
て
、
紅
茶
を
楽
し
む
の
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。
好
き
な
種
類
の
紅
茶
を
好
き

な
と
き
に
好
き
な
だ
け
味
わ
う
の
が
、
心

も
体
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
さ
せ
る
秘
訣
で
す
。

＠



介唱オリンピック出場の
岡高コーラス1部顧問

近藤恵子先生

　
七
月
七
日
か
ら
第
一
回
合
唱
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
が
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
リ
ン
ツ
市
で
行

わ
れ
ま
す
。
こ
の
大
会
に
岡
崎
高
校
コ
ー

ラ
ス
部
が
出
場
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

同
佼
コ
ー
ラ
ス
部
は
、

全
日
本
〈
日
唱
コ
ン
ク
ー

ル
で
金
賞
を
受
賞
す
る

な
ど
全
国
的
な
活
躍
が

認
め
ら
れ
、
全
国
で
椎

心
に
よ
る
三
咬
だ
け
の

出
場
で
す
。
岡
崎
高
佼

の
教
諭
と
し
て
、
三
十

二
年
間
、
同
校
コ
ー
ラ

ス
部
を
指
導
さ
れ
て
い
る
近
藤
恵
子
先
生

に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　
介
咄
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
は

　
吐
界
八
ト
カ
国
か
ら
二
十
八
部
門
に
四

百
か
ら
六
百
の
合
唱
団
が
出
場
し
ま
す
。

　
「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
資
格
収
得
コ
ン
ペ
デ

ィ
ジ
ョ
ン
（
予
選
）
」
と
「
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
コ
ン
ペ
デ
ィ
ジ
ョ
ン
（
決
勝
）
」
が
あ

り
、
岡
崎
高
校
コ
ー
ラ
ス
部
は
、
こ
の
決

勝
に
出
場
す
る
推
薦
を
受
け
ま
し
た
。

　
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
期
待
す
る
も
の
は

　
精
一
杯
が
ん
ば
り
、
い
い
演
奏
を
す
る

の
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
生
徒
に
は
世
界

の
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
聴
き
、

そ
の
響
き
を
身
体
に
浴
び
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。
そ
の
感
動
は
必
ず
更
な
る
向
上

の
た
め
の
人
き
な
糧
と
な
り
ま
す
。

　
長
年
指
導
さ
れ
る
な
か
で
、
＆
‥
び
や
。
い
［

労
し
た
こ
と
は

　
一
年
生
と
の
新
鮮
な
出
会
い
、
そ
し
て
、

三
年
間
で
一
人
ひ
と
り
が
成
長
し
て
い
き

ま
す
。
今
年
は
ど
ん
な
個
性
の
ハ
ー
モ
ニ

ー
が
で
き
る
の
か
、
わ
く
わ
く
し
な
が
ら

指
導
し
て
い
ま
す
。
特
に
、
全
‐
本
〈
日
唱

コ
ン
ク
ー
ル
に
挑
戦
す
る
よ
う
に
な
り
。

三
年
生
は
十
月
木
ま
で
部
活
動
を
続
け
ま

ｙ
…
す
。
受
験
勉
強
と
両
立

　
　
　
さ
せ
な
が
ら
が
ん
ば
る

　
　
　
結
米
は
素
哨
ら
し
く
、

　
　
　
介
唱
の
レ
ベ
ル
を
大
き

に
’
Ｚ
　
く
上
げ
て
い
ま
す
・

元
一
　
　
岡
崎
鳥
校
は
令
国
で

　
　
　
も
川
指
の
進
学
校
と
し

　
　
　
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
ね

　
　
　
　
そ
う
な
ん
で
す
。
コ

Ｉ
ラ
ス
部
員
で
あ
る
前
に
岡
崎
鳥
校
の
生

徒
で
あ
り
、
勉
強
と
の
両
立
の
う
え
に
部

活
動
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、

練
習
し
た
い
と
言
う
生
徒
を
説
得
し
、
練

習
は
午
後
六
時
で
切
り
上
げ
て
い
ま
す
。

い
か
に
効
率
的
な
練
習
を
集
中
し
て
す
る

か
が
苦
労
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
練
習
後
も
佃
人
レ
ッ
ス
ン
を
申
し
出
る

生
徒
が
多
く
、
一
人
ひ
と
り
が
曲
想
を
理

解
し
衣
現
し
よ
う
と
努
力
を
重
ね
ま
す
。

そ
う
い
う
先
輩
の
姿
を
一
年
生
が
兄
習
い
、

受
け
継
い
で
い
き
ま
す
。
岡
高
コ
ー
ラ
ス

部
の
伝
統
の
強
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

　
　
●
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市
民
病
院
の
駐
車
場
、

も
う
少
し
近
く
に
あ
る
と

い
い
で
す
ね
。竹山弘子さん

　(福寿町)

　
市
民
病
院
の
駐
車
場
が
玄
関
か
ら
遠
く

不
便
で
す
。
も
う
少
し
近
く
に
あ
る
と
便

利
だ
と
思
い
ま
す
。

　
調
整
池
に
蓋
を
掛
け
て
、

駐
車
場
を
造
り
ま
す
。

岡埼市民病院施設課

　　高柳係長

　
新
し
い
市
民
病
院
で
は
、
開
院
以
来
皆

さ
ん
の
ご
要
望
に
お
応
え
す
る
た
め
、
駐

車
場
か
ら
玄
関
ま
で
の
通
路
に
屋
根
を
付

け
た
り
、
滑
り
そ
う
な
場
所
に
滑
り
止
め

を
施
す
な
ど
。
さ
ま
ざ
ま
な
改
善
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。

　
駐
車
場
は
、
敷
地
の
構
造
上
、
玄
関
に

近
い
場
所
が
少
な
く
、
少
し
離
れ
た
と
こ

ろ
に
止
め
な
く
て
は
い
け
な
い
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
そ
こ
で
、
玄
関
前
に
あ
る
訓
整

池
に
蓋
を
掛
け
て
駐
車
場
と
し
て
利
川
で

き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
、
外
米
忠
者
の

利
便
を
図
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
工
事
は
す
で
に
着
手
し
て
お
り
、
年
内

に
は
完
成
し
、
年
明
け
か
ら
利
川
で
き
る

予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
収
容
台
数
は
百
五
十
台
余
り
で
、
新
た

に
ベ
ビ
ー
カ
ー
川
の
駐
車
帯
も
考
え
て
い

ま
す
。

　
な
お
、
介
添
え
や
お
兄
舞
い
な
ど
で
病

院
へ
お
越
し
の
か
た
は
、
第
四
駐
車
場
を

ご
利
川
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
今
後
と
も
、
来
院
者
に
や
さ
し
い
病
院

づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

市政だより……おかざき2000年(平成12年)7月１日ｅ



暑
い
日
差
し
、
躍
る
水
し

夏
の
一
大
レ
ジ
ャ
ー
施
設

矢
作
川
、
川
の
家
（
矢
作
町
）

足立誰平さん

　(矢作町)

　
桝
い
夏
の
楽
し
み
の
一
つ
に
、
水
遊
び

が
あ
り
ま
す
。
水
遊
び
と
い
え
ば
海
水
浴

が
頭
に
浮
か
び
ま
す
が
、
昭
和
ニ
ト
年
代

半
ば
か
ら
三
ト
年
代
、
矢
作
川
の
河
原
に

川
の
家
が
立
ち
ま
し
た
。
場
所
は
、
矢
作

　
‘
”
　
　
　
　
　
　
橋
付
近
の
右
岸
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
岡
崎
市
観
光
協
会

と
矢
作
商
店
街
の

主
催
で
、
迎
営
は

矢
作
商
店
街
が
当

た
っ
て
い
ま
し
た
。

　
矢
作
川
近
く
に

お
住
ま
い
の
足
立

誰
平
さ
ん
に
思
い

出
を
お
聞
き
し
ま

し
た
。

　
　
「
子
ど
も
が
保

育
園
の
こ
ろ
は
プ

ー
ル
も
な
か
っ
た

の
で
、
保
育
園
か

φ
Ｘ

Ｉ
Ｉ

き

矢
作
橋
の
快
は

ら
矢
作
川
へ
水
遊
び
に
行
き
ま
し
た
。
私

も
ｆ
ど
も
の
監
視
を
兼
ね
て
、
カ
メ
ラ
を

持
っ
て
出
か
け
た
も
の
で
す
。
矢
作
橋
も

掛
け
替
え
ら
れ
た
ば
か
り
の
こ
ろ
で
、
橋

の
下
に
ム
シ
ロ
を
敷
い
て
川
っ
て
い
る
と

川
面
を
波
る
風
が
涼
し
く
、
と
て
も
気
持

ち
が
よ
か
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
、
子
ど
も
た
ち
は
大
は
し
ゃ
ぎ

で
、
川
遊
び
を
と
て
も
楽
し
み
に
し
て
い

ま
し
た
」

　
川
の
家
は
、
始
め
は
テ
ン
ト
張
り
で
し

た
が
、
最
盛
期
に
は
木
造
で
ご
ざ
な
ど
を

敷
い
た
し
っ
か
り
し
た
も
の
に
な
り
、
か

き
氷
や
ア
イ
ス
キ
ャ
ン
デ
ー
、
お
菓
子
な

ど
も
販
売
し
て
い
ま
し
た
。
利
川
す
る
人

も
矢
作
町
や
岡
崎
市
内
に
と
ど
ま
ら
ず
、

毎
年
、
安
城
市
や
名
古
犀
市
か
ら
も
子
ど

も
会
な
ど
が
バ
ス
で
訪
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

自
転
車
で
兄
え
る
人
の
た
め
に
、
臨
時
の

駐
輪
場
が
で
き
る
な
ど
、
大
変
な
賑
わ
い

だ
っ
た
そ
う
で
す
。
子
ど
も
だ
け
で
な
く
、

大
人
も
水
遊
び
を
楽
し
ん
だ
、
夏
の
一
大

レ
ジ
ャ
ー
施
設
で
し
た
。

　
大
勢
の
子
ど
も
た
ち
が
遊
ん
だ
川
の
家

で
す
が
、
水
質
の
悪
化
や
学
校
、
保
育
園

へ
の
プ
ー
ル
の
普
及
な
ど
で
消
え
て
い
き

ま
し
た
。
現
在
、
矢
作
橋
付
近
の
矢
作
川

は
、
水
難
事
故
防
止
な
ど
の
理
山
で
遊
泳

禁
止
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ぐむ

細川良祐さん（井田町）

我が家の３姉妹（芽衣･６歳､友川香･1 歳､紗矢香･!歳）

雨柘・て楽しいa/

ド
ー

応募方法／はがきに｢答｣と

住所､氏名､年齢､職業､感想な

どを明記のうえ、〒44-1…8601

岡崎市役所広報課広報広聴班

まで。はがきは一人一葉とし、

正解者の中から５人のかたに

記念品を贈呈。

　前回の応募総数は126人で、

抽選の結果､伊藤貞子(細川

町)､照井清永(宮地町)､川伏

博美(本宿町)､鈴木時了･(明人

寺町)､橋目円香(巾岡崎町)の

竹さんに記念品を送ります。

松田久美子さん

(竜美東１丁目)

猪口淳子さん

(日名中町)

前回(6月１日号)の答:
12月26日

ｅ

問題：岡崎市は今年の

７月１日で市制何周年？

（7月10日必着）



親
子
リ
サ
イ
ク
ル
教
室

　
ご
み
分
別
収
集
及
び
リ
サ
イ
ク
ル

に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く

た
め
に
、
リ
サ
イ
ク
ル
関
係
施
設
の

見
学
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
日
時
　
８
月
９
日
南
　
午
前
８
時

3
0
分
～
午
後
４
時
　
市
役
所
正
面
玄

関
前
集
合
・
解
散

　
見
学
テ
ー
マ
　
Ｐ
Ｅ
Ｔ
ボ
ト
ル
の

リ
サ
イ
ク
ル
に
つ
い
て

　
見
学
施
設
　
三
浦
プ
ラ
ス
テ
ッ
ク

㈲
（
幡
豆
町
）
、
㈱
高
木
化
学
研
究
所

片
寄
工
場
（
額
田
町
）
、
市
リ
サ
イ
ク

ル
プ
ラ
ザ

　
対
象
　
小
学
校
３
年
生
か
ら
６
年

生
ま
で
の
児
童
及
び
そ
の
保
護
者

　
（
２
人
―
組
）

　
募
集
人
員
　
2
0
組
4
0
人
（
定
員
を

｜

Ｎ
Ｆ
Ｏ
Ｒ

超
え
た
場
合
は
抽
選
）

　
申
込
方
法
　
は
が
き
に
住
所
、
氏

名
、
小
学
校
名
、
学
年
、
電
話
番
号

を
記
入
し
て
、
〒
似
・
：
8
6
0
1

岡
崎
市
役
所
生
活
環
境
課
減
量
対
策

班
へ
。

　
申
込
期
限
　
７
月
2
1
日
金
　
当
日

消
印
有
効

　
そ
の
他
　
①
昼
食
は
各
自
で
用
意

し
て
く
だ
さ
い
。
②
危
険
防
止
の
た

め
、
動
き
や
す
い
服
装
で
参
加
し
て

く
だ
さ
い
。
③
集
合
場
所
に
は
な
る

べ
く
公
共
交
通
機
関
を
利
用
し
て
く

だ
さ
い
。

夏
休
み
環
境
学
習
教
室

叉手
　
時
間
　
各
コ
ー
ス
と
も
午
後
１
時

1
0
分
～
４
時

　
集
合
場
所
　
環
境
調
査
セ
ン
タ
ー

　
参
加
料
　
無
料

　
申
込
受
付
　
７
月
1
0
日
側
　
午
前

８
時
3
0
分
か
ら
先
着
順

　
申
込
方
法
　
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク

ス
（
原
5
7
・
0
5
3
1
）
で
、
環
境

調
査
セ
ン
タ
ー
へ
希
望
コ
ー
ス
、
参

加
者
氏
名
、
学
校
名
、
学
年
、
電
話

Ｍ
Ａ
Ｔ
－
Ｏ
Ｎ
●

番
号
を
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
　
一
人
Ｉ
コ
ー
ス
限
り
で
す
。

開催日 コース名 場　所 募築人員 内　　　容

　７月

25日叫

水 環境調査

センター

市内の小学生

　(4～6年生) 18人

「ごみ問題について」

I水の汚れ一水をきれいにしてみよう」

　８月

１日㈲

緑 中央総合公画

ﾊﾞｰﾍﾞｷこ-に場

市内の小学生

　（4～6年生) 20人

｢アウトドア・ウォツテング

　　　　　　ー自然にふれてみよう一j

　８月

22日㈹

川 乙　　川

大平えん堤

市内の小学生の親と子

　　　　　lO組(20人）

｢アウトドア・ウォツチング

　　　　　一生物調査に挑戦しよう－｣

スポット修景アイデアを
募集します都市計画課景観環境班

a23・626 1
　市民参加のまちづくりを推進するために、

伊賀町でのスポット修景（ポケットパーク・

ミニ公園）アイデアを募集します。

■テーマ　伊賀町地内の公共空地での修景ア

イデア。地元の歴史を紹介するものや憩いの

場所とするものなど。

■応募方法　市役所及び支所にある応募用紙

に必要事項を記入し、直接（本館７階）また

は郵送で〒444…8601　市役所都市計画課へ。

■応募期限　10月２日（月）必着

■表彰　特選１点､準特選２点､佳作６点（応

募者全員に記念品、表彰者には賞金）

※　現在、「都市景観環境賞」も募集していま

す。詳しくは市政だより6月１日号22ページに。堂前町にこの春完成した平成10年度スポット

修景アイデア（羽根町・大石収宏さん）

市政だより／おかざき2000年(平成12年)7月1日ｅ
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奥
殿
陣
屋
の
催
し

　
日
時
　
７
月
1
4
日
金
～
2
3
日
向

午
前
９
時
3
0
分
～
午
後
４
時
3
0
分

　
場
所
　
奥
殿
陣
屋
書
院

　
内
容
　
廃
品
ガ
ラ
ス
ビ
ン
を
利
用

し
た
リ
サ
イ
ク
ル
エ
芸
品
の
展
示

　
そ
の
他
　
入
場
無
料
、
月
曜
日
は

休
館

　
バ
ラ
作
り
講
習
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
―
・
１

　
日
時
　
７
月
2
3
日
面
　
　
［
帚
匹
午

前
９
時
4
0
分
蕪
匯
午
前
1
0
時
か
ら

　
場
所
　
奥
殿
陣
屋

　
内
容
　
花
を
次
々
に
咲
か
せ
る
剪

定
の
仕
方
・
秋
の
剪
定
の
仕
方
・
バ

ラ
を
元
気
に
す
る
方
法
な
ど

　
講
師
　
バ
ラ
愛
好
家
　
杉
崎
正
弘

氏　
募
集
人
員
　
3
0
人

　
参
加
料
　
千
三
百
円
（
食
事
代
を

含
む
）

　
申
込
方
法
　
フ
月
９
日
か
ら
月
曜

｜

日
を
除
き
、
午
前
９
時
か
ら
午
後
４

時
ま
で
直
接
、
奥
殿
陣
屋
へ
電
話
で
。

　
そ
の
他
　
講
座
終
了
後
、
講
師
を

囲
ん
で
昼
食
会
と
質
疑

文
化
財
移
動
教
室

　
郷
土
の
歴
史
や
文
化
財
を
一
般
の

皆
さ
ん
に
広
く
理
解
し
て
い
た
だ
く

た
め
、
バ
ス
を
利
用
し
た
文
化
財
移

動
教
室
を
行
い
ま
す
。

　
期
日
・
コ
ー
ス
　
下
表
の
と
お
り

　
募
集
人
員
　
各
コ
ー
ス
3
9
人
　
た

だ
し
、
た
た
ら
伝
承
地
コ
ー
ス
は
4
3

人
（
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
）

　
集
合
場
所
・
時
間
　
市
役
所
市
民

ロ
ビ
ー
に
午
前
８
時
4
5
分
集
合
　
９

時
出
発

　
参
加
資
格
　
市
内
に
在
住
在
勤
ま

た
は
在
学
中
で
中
学
生
以
上
の
か
た

　
参
加
費
用
　
無
料

　
申
込
方
法
　
往
復
は
が
き
に
①
住

所
②
氏
名
③
年
齢
④
電
話
番
号
⑤
希

望
コ
ー
ス
を
記
入
し
、
〒
4
4
4
…
8
6

0
1
　
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
文

化
財
班
へ
。
一
葉
２
人
ま
で
申
し
込

み
可
。
当
日
消
印
有
効
。

　
持
ち
物
　
筆
記
用
具
、
弁
当
、
水

筒
な
ど
（
天
然
記
念
物
コ
ー
ス
は
、

ル
ー
ペ
ー
カ
メ
ラ
・
名
前
を
知
り
た

い
植
物
・
昆
虫
が
あ
れ
ば
持
参
）

　
そ
の
他
　
雨
天
決
行
　
た
だ
し
、

天
然
記
念
物
コ
ー
ス
は
雨
天
中
止

第/距胆育

創参ぐぶう展

・対象　市内の企業、団体または個人

■テーマ　21世紀につながる貴方のア

イデア

・応募作品　①産業振興上有益な発明

考案製品　②当地方商工業者の所有す

る意匠　③最新技術を活用した製品

④アイデアに富んだ作品　⑤身近な生活

上の不便を改善するアイデア作品など

■出品料　無料（搬入搬出の費用は出

品者の負担）

■申込方法　所定の申込書（電話で商

工会議所に請求）に必要な事項を記入

して、商工会議所へ。

■申込期限　９月８日（金）

■助成措置　中小企業者の出品作品の

うち、産業振興に役立つ優秀作品は、

岡崎市中小企業新製品開発費補助金

　（事業費の50%、限度額50万円）の補

助対象となります。

■表彰　中部通商産業局長賞、愛知県

知事賞、岡崎市長賞など多数

■期間　10月19日困～22日(日)

■場所　岡崎商工会議所２階中ホール

商工労政課商工振興班酋23・6503
岡崎商工会議所き53・6 1 64

期日・コース・講師（敬称略) 内　　　　容 行　　　程

8 ／2 氷

岡崎の天然記念物を巡る

講　師大平仁夫

　　　　　　高木典雄

申込期限　ア月19日南

　市内の天然記念物に指定さ

れている植物・昆虫を訪ね、

観察する。

市役所－ゲンジボタル飼育施設（美合小学校）－ヒメハル

ゼミ生息地（山中八幡宮）才栗のムクノキ（才栗町)一奥

山田のシダレザクラ（奥山田町）一奥殿陣屋（奥殿町）一

農業バイオセンター（東阿知和町）一大樹寺のシイー市役

所

8／7(月)

岡崎の寺院を巡る

講　師杉浦正明

申込期限　７月24日剛

　市内にある代表的な文化財

を所有する寺院を訪ねる。

市役所一満性寺（菅生町）一妙源寺（大和町）一大樹寺（鴨

田町）一滝山寺（滝町）一市役所

8 /25剛A 20人

8/29輿　B　23人

たたら伝承地を訪ねる

講　師伊東　　宏

申込期限　８月Ｈ日倒

　西三河にあるたたら鍛冶ｲ云

説伝承地を訪ねる。

市役所一宇頭観音（宇頭町）一法蔵寺（安城市）一和志取

神社（安城市）一薬王寺（宇頭町) -誓願寺（矢作町）一

弥五騰神社（矢作町）一矢作町金谷一矢作神社（矢作町）

一市役所

10/3 輿
松平八代と徳川家康

講　師新家勝吉

申込期限　９月19日㈹

　松平八代と徳川家康ゆかり

の地を9万ねる。

市役所一千人塚（鴨田町) 一高月院・松平東照宮・郷式城

　（豊田市）―奥殿陣屋（奥殿町）一信光明寺（岩津町）一

岩津城(同）―大樹寺（鴨田町）一市役所

10/24㈲

岡崎北部の文化財を訪ねる

講　師伊蘇田照和

申込期限10月10日㈹

　岡崎北部方面の寺院を訪

ね、仏教美術について学ぶ。

市役所一信光明寺（岩津町）一隣松寺（豊田市）一円福寺

　（岩津町）一滝山寺（滝町）一大樹寺（鴨田町）一郷土館

＼＼/]o喇

三河の古代寺院を訪ねる

講　師斎藤嘉彦

申込期限10月27日圃

　三河地区にある古代寺院を

訪ねる。

市役所―北野廃寺（北野町）一三河国分寺・国分尼寺（豊

川市) -桜が丘ミュージアム（豊川市) 一郷土館

15 ・



1
6
ミ
リ
映
写
機
講
習
会
と

ビ
デ
オ
講
習
会

　
1
6
ミ
リ
映
写
機
講
習
会

　
日
時
　
７
月
2
9
日
出
　
午
前
９
時

～
午
後
５
時

　
場
所
　
市
福
祉
会
館
６
階
ホ
ー
ル

　
内
容
　
映
写
機
の
機
構
・
操
作
、

1
6
ミ
リ
映
画
フ
ィ
ル
ム
の
取
り
扱
い

方
法
、
そ
の
他
（
学
科
と
実
技
の
試

験
を
実
施
）

　
対
象
　
市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の

1
8
歳
以
上
の
か
た

　
募
集
人
員
　
5
0
人
（
先
着
順
）

　
参
加
料
　
テ
キ
ス
ト
代
八
百
円

　
申
込
期
限
　
７
月
1
4
日
金

　
そ
の
他
　
合
格
者
に
は
、
後
日
1
6

ミ
リ
映
写
機
操
作
認
定
証
を
交
付
し

ま
す
。

　
ビ
デ
オ
講
習
会

　
日
時
　
８
月
２
日
伽
　
午
前
９
時

～
午
後
４
時
3
0
分

　
場
所
　
市
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
セ

ン
タ
ー

　
内
容
　
初
級
コ
ー
ス
＝
撮
影
の
基

本
　
中
級
コ
ー
ス
＝
簡
易
編
集
に
よ

る
作
品
づ
く
り

　
対
象
　
市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の

1
8
歳
以
上
の
か
た

　
募
集
人
員
　
2
0
人
（
先
着
順
）

　
参
加
料
　
無
料

　
申
込
期
間
『
／
月
1
0
日
㈲
～
1
4
日

圀　
そ
の
他
　
修
了
者
に
は
、
ビ
デ
オ

講
習
会
修
了
証
を
交
付
し
ま
す
。

電
話
で
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
へ
。

働
く
婦
人
会
館
の
一
日
教
室

ニ
　
ヘ
　
‘
‐
・
沁
い
Ｉ
　
　
　
一
　
一

ゆ
か
た
の
着
付
け
教
室

　
日
時
　
７
月
2
9
日
出
　
午
前
1
0
時

～
正
午

　
内
容
　
花
火
大
会
に
む
け
て
の
ゆ

か
た
の
着
付
け

　
講
師
　
山
崎
道
子
氏

　
募
集
人
員
　
3
0
人
（
定
［
貝
を
超
え

た
場
合
は
抽
選
］

　
受
講
料
　
無
料

　
用
意
す
る
も
の
　
ゆ
か
た
、
腰
ひ

も
、
伊
達
じ
め
な
ど

　
申
込
期
限
　
７
月
2
0
日
冊

　
ち
ぎ
り
絵
教
室

　
日
時
　
７
月
2
3
日
剛
　
午
前
９
時

3
0
分
～
ロ
　
　
時
3
0
分

　
内
容
　
風
景
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た

ち
ぎ
り
絵
を
つ
く
る

　
講
師
　
吉
村
良
枝
氏

　
募
集
人
員
　
2
0
人
（
定
員
を
超
え

た
場
合
は
抽
選
）

　
教
材
費
　
千
円

　
用
意
す
る
も
の
　
の
り
、
は
さ
み
、

鉛
筆
、
お
て
ふ
き

　
申
込
期
限
　
７
月
1
5
日
出

　
共
通
事
項

　
場
所
　
働
く
婦
人
会
館

　
対
象
　
市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の

女
性
（
学
生
は
除
く
）

　
申
込
方
法
　
往
復
は
が
き
に
①
教

室
名
②
住
所
③
氏
名
（
ふ
り
が
な
）

④
年
齢
⑤
電
話
番
号
⑥
職
業
（
返
信

用
は
が
き
に
も
住
所
、
氏
名
、
郵
便

番
号
）
を
記
入
し
て
、
〒
4
4
4
・
：
0
0

7
8
　
市
内
伊
賀
新
町
十
圭
二
　
働

く
婦
人
会
館
へ
。
申
込
期
限
当
日
の

消
印
は
有
効
で
す
。

夏
季
岡
崎
市
民
総
合
卓
球
大
会

　
日
時
　
８
月
６
日
間
　
午
前
９
時

2
0
分

　
場
所
　
岡
崎
市
体
育
館
（
六
名
本

町
）

　
種
目
　
①
小
学
生
の
部
②
中
学
生

の
部
③
高
校
・
一
般
の
部
各
部
門

と
も
男
女
別

　
対
象
　
市
内
在
住
、
在
勤
、
在
学

の
か
た

　
申
込
方
法
　
所
定
の
中
込
用
紙
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
〒
捌
・
：
0
8

5
4
　
市
内
六
名
本
町
七
番
地
　
体

育
協
会
「
卓
球
大
会
」
係
へ
。
申
込

用
紙
・
要
項
は
市
役
所
体
育
課
（
福

祉
会
館
４
階
）
、
市
体
育
館
（
六
名
本

町
）
に
あ
り
ま
す
。

　
申
込
期
限
　
７
月
2
6
日
南

学ぼう!遊ぼう!みんなのワンダーランド

こども大博覧会2000展一唐渾コレクション特詰-

・会期　７月16日(日)～9月３日(日)

■会場　おかざき世界子ども美術博物館

■開館時間

[7-亙江]午前９時～午後５時30分(入館は午後５時まで)

∩‾厨チコ午前９時～午後４時30分(入館は午後４時まで)

■休館日　月曜日・７月21日金

■入館料　大人(高校生以上)300円(240円)

　　　　　小・中学生100円(80円)

　　　　　　(　)内は20人以上の団体料金

■内容　時代の変化に伴う教育の変遷を如実に物語る唐渾

博物館の教育コレクションから特色ある資料を選び出し、

明治・大正・昭和の三世代にわたる子どもたちのくらしの

変遷をご紹介します。

　　　　　おかざき世界子ども美術博物館昔53・3 5 1 1

市政だより／おかざき2000年(平成12年)7月i日@
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海外旅行へ

出かける前に

尹
に
●

　海外には、日本国内では流行してい

ないさまざまな感染症が流行している

ことがあります。

　渡航先の衛生情報を聞き、必要な予

防接種を受けましよう。

名古屋検疫所豊O52・661 ・41 4

成田空港検疫所aO476・34・231

　　　http /ｗｗｗ.forth.gｏ.jp/

　(旅行者のための海外感染症情報)

一

３
０
　
　

　
　

　

　旅行中は次のことに注意しましょう。

◇健康管理に気を付けること

◇食前、用便後には、必ず石けんなど

でよく手を洗うこと

◇生もの、生水（氷を含む）をロにし

ないこと

◇ノミや力にさされないようにすること

　旅行中または帰国後に健康状態に異

常があった場合は、必ず検疫所へ中告

しましょう。

　帰国後、健康状態に異常があった場

合には、医師の診断を受けるとともに

保健所に相談しましよう。

岡崎保健所環境衛生課a2 2・250 1

保健課予防対策班登23・6 1 80

　
場
所
　
福
祉
の
村
（
欠
町
）
希
望

の
家
広
場
（
雨
天
の
場
合
は
体
育
館
）

　
内
容
　
盆
踊
り
、
抽
選
会
、
ス
ー

パ
ー
ボ
ー
ル
す
く
い
、
風
船
つ
り
、

輪
投
げ
、
花
火
な
ど

　
日
時
　
７
月
2
2
日
出

～
８
時

午
後
５
時

練習日 時間 会場 講師

７月12日俐 午後２時～

４時

岡崎市体育館 葵　　　会

五万石保存会

　13日團

-

　14日面

いずれも

午後７時～

8時30分

大平市民センター 葵　　　会

東部市民センター 五万石保存会

25日㈲ 南部市民センター 五万石保存会

26日南 矢作市民センター 葵　　　会

27日(木) 慰勝者体育センター五万石保存会

28日面 岩津市民センター 葵　　　会

第27回岡崎市民大学開講/
　生涯学習の一環として、本年度

も多彩な講師陣を迎え、開講しま

す。

　多くのかたがたのご参加をお待

ちしています。

Ｉ開講日時・講師・演題

①７月29日(土)午後２時

　作家　歴史・文芸評・

　高橋千剱破氏

　｢徳川家康と戦国の女性たち｣

②8月５日出　午後２時

　岡崎国立共同研究機構分子科学

研究所長

　茅幸二氏

　｢原子・分子から生命体までの科

学｣一原子１個を制御する新しい

物質科学を目指してー

③８月19日(土)午後２時

　日光東照宮禰宜

　高藤晴俊氏

　｢世界文化遺産日光東照宮につい

て｣

④８月26日出　午後２時

　東京都日本中国友好協会副理事

長・元上野動物園園長

　石内展行氏

　｢動物の話、あれこれ｣

⑤9月２日(士)午後２時

　人間環境大学学長・名誉哲学博

士

　
８
月
３
日
俐
開
催
の
岡
崎
観
光
夏

ま
つ
り
「
五
万
石
お
ど
り
」
の
練
習

福
祉
の
村

夏
ま
つ
り

五
万
石
お
ど
り
練
習
会

会
を
行
い
ま
す
。
お
誘
い
合
わ
せ
の

う
え
、
多
数
参
加
く
だ
さ
い
。

　
お
ど
り
は
自
由
な
服
装
で
参
加
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
練
習
会
日
程
　
左
記
の
と
お
り

教育委員会指導課

a23・6439・

　　　　64 1 0・

６

６

４

６

４

２

　竹市明弘氏

　「つゆのふるさと一日本の自然と

文化の関わりー」

⑥９月30日（土）午後２時

　音楽評論家　湯川れい子氏

　「音楽紀行」

圖会場　市民会館大ホール

■募集人員　1,250人（先着順）

■対象　市内在住・在学または在

勤のかた

■受講料　1,800円（全６回分）

Ｉ申込方法　７月11日（火）午前８

時30分から教育委員会指導課（福

祉会館４階）へ直接もしくは電話

で。IIR座ごとの申し込みは不可

１

４



手
作
り
絵
本
展

　
見
て
、
読
ん
で
、
作
っ
て
楽
し
い

手
作
り
絵
本
の
作
品
を
図
書
館
で
展

示
し
ま
す
。

　
期
間
　
７
月
2
8
日
金
～
3
0
日
間

午
前
９
時
～
午
後
５
時
（
3
0
日
は
午

後
４
時
ま
で
）

　
場
所
　
図
書
館
１
階
展
示
コ
ー
ナ
ー

児
童
お
米
教
室

　
米
の
生
産
・
出
荷
過
程
と
米
を
使

用
し
た
食
酢
の
工
場
を
見
学
し
ま
す
。

　
日
時
　
８
月
2
4
日
困
　
午
前
９
時

～
午
後
５
時

　
集
合
場
所
　
県
西
三
河
総
合
庁
舎

　
（
明
大
寺
本
町
）
で
午
前
８
時
1
5
分

～
８
時
4
5
分
受
付

　
見
学
先
　
西
三
河
農
協
西
部
ラ
イ

ス
セ
ン
タ
ー
↓
Ｊ
Ａ
あ
い
ち
経
済
連

パ
ー
ル
ラ
イ
ス
安
城
工
場
↓
㈱
中
埜

酢
店
博
物
館
「
酢
の
里
」

　
対
象
　
小
学
生
と
保
護
者

　
募
集
人
員
　
百
人
（
定
員
を
超
え

た
場
合
は
抽
選
）

　
参
加
料
　
無
料

　
応
募
方
法
　
は
が
き
に
①
保
護
者

の
住
所
②
氏
名
③
年
齢
④
性
別
⑤
電

話
番
号
⑥
児
童
の
氏
名
⑦
学
年
⑧
性

別
を
記
入
し
、
〒
似
・
：
8
5
5
1

県
西
三
河
事
務
所
経
済
課
児
童
お
米

教
室
係
へ
。

　
応
募
期
間
　
８
月
１
日
脚
～
い
１
１
Ｊ
日

圀　
そ
の
他
　
参
加
決
定
者
に
は
通
知

し
ま
す
。
昼
食
は
各
自
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

親
子
映
画
会

　
日
時
　
７
月
2
3
日
向
（
東
部
、
矢

作
市
民
セ
ン
タ
ー
）
・
3
0
日
向
（
六
ツ

美
、
岩
津
市
民
セ
ン
タ
ー
）
　
第
１

回
＝
午
前
ｍ
一
時
～
　
第
２
回
＝
午
後

１
時
3
0
分
～

　
会
場
と
上
映
映
画
名

東
部
・
六
ツ
美
市
民
セ
ン
タ
ー

ム
ー
ミ
ン
ー
お
じ
さ
ん
は
手
品
師

１
、
ナ
オ
ミ
さ
ん
は
ふ
た
り
前
、
は

だ
か
の
王
様

矢
作
・
岩
津
市
民
セ
ン
タ
ー

ち
び
ま
る
子
ち
ゃ
ん
Ｉ
先
生
の
家
に

遊
び
に
行
こ
う
Ｉ
、
美
し
い
お
面
、

か
ん
す
け
さ
ん
と
ふ
し
ぎ
な
自
転
車

生
き
方
セ
ン
ス
ア
ッ
プ
講
座

　
日
時
・
会
場
　
７
月
1
4
日
金
＝
働

く
婦
人
会
館
　
2
8
日
廊
＝
南
部
市
民

セ
ン
タ
ー
　
い
ず
れ
も
午
後
１
時
3
0

分
～
３
時
3
0
分
　
２
日
と
も
同
内
容

　
テ
ー
マ
　
「
い
き
い
き
未
来
　
女

と
男
」
～
あ
な
た
の
老
後
を
誰
に
託

し
ま
す
か
～

　
内
容
　
女
性
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル

の
変
容
と
現
状
を
ふ
ま
え
た
う
え

で
、
今
後
の
女
性
の
生
き
か
た
、
家

庭
の
あ
り
か
た
、
介
護
を
地
域
で
支

え
て
い
く
こ
と
の
必
要
性
を
語
り
か

け
ま
す
。

　
講
師
　
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
　
小
森
ひ

と
み
氏

　
対
象
　
市
内
在
住
、
在
勤
の
か
た

　
受
講
料
　
無
料

　
申
込
方
法
　
青
少
年
女
性
課
（
本

館
５
階
）
　
へ
直
接
ま
た
は
電
話
で
。

青
年
団
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル

　
日
時
　
７
月
９
日
間
　
午
前
1
0
時

か
ら

　
会
場
　
県
青
年
の
家
（
美
合
町
）

　
内
容
　
人
形
劇
、
生
活
文
化
展
、

美
術
展
な
ど

　
問
い
合
わ
せ
先
　
県
青
年
団
協
議

＜
ｉ
４
ａ
０
５
２
◆
２
２
１
◆
６
０
０
《
ｙ
ｉ

募
集
作

平
成
1
3
年
度
採
用

岡
崎
市
民
病
院

看
護
職
員
募
集

　
職
種
　
看
護
婦
（
士
）

　
受
験
資
格
　
①
免
許
証
所
持
者
②

平
成
1
3
年
２
月
の
国
家
試
験
に
お
い

て
資
格
取
得
見
込
み
の
か
た

　
採
用
人
員
　
2
0
人
程
度

　
受
付
期
間
　
７
月
2
6
日
伽
～
８
月

４
日
金

市政だより／おかざき2000年(平成12年)7月1日ｅ
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岡崎市ごみ減量運動推進事業

絵画作品展

の作品募集

　ごみ減量及びリサイクルに対する意

識を高めるため､ごみ減量とリサイク

ルに関するポスターの原画を募集します。

■応募規定　四ツ切りサイズの白の画

用紙（標語、キャッチフレーズを入れ

てください）

■応募資格　市内の小中学生

■応募方法　各学校に配布した応募票

に必要事項を記入し、作品の裏面右下

に貼って、生活環境課減量対策班（福

祉会館５階）に提出してください。

■応募期限　８月31日（木）

・賞　市長賞、議長賞ほか

■発表　10月頃予定

Ｉその他　①作品は１人１点自作のも

のに限ります。②応募作品は返却しま

せん。③応募票に記入のない作品は審

査対象外となります。④入賞作品の所

有権、著作権、版権は主催者側に属し、

作品は自由に利用させていただきま

す。⑤優秀な作品２点を、ごみ収集車

の絵として採用させていただきます。

生活環境課減量対策班

　　323・6 530

☆
ぷ
ご
μ
一
八
ｇ
ｔ
Ｕ
七
万
ｊ
　
；
フ

　
職
種
　
臨
時
看
護
婦
（
士
）

　
資
格
　
看
護
婦
（
士
）
免
許
証
を

所
持
す
る
か
た

　
職
務
内
容
　
岡
崎
市
民
病
院
に
お

け
る
看
護
業
務

　
そ
の
他
　
詳
し
く
は
岡
崎
市
民
病

院
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

岡
崎
市
民
病
院

臨
時
看
護
職
員
募
集

　
試
験
日
　
８
月
2
0
日
向

　
試
験
会
場
　
岡
崎
市
職
員
健
保
会

館
（
市
役
所
西
）

　
受
験
手
続
　
市
民
病
院
事
務
局
庶

務
課
ま
た
は
市
役
所
玄
関
案
内
で
受

験
案
内
及
び
申
込
用
紙
を
お
渡
し
し

ま
す
。
受
付
期
間
中
に
市
民
病
院
事

務
局
庶
務
課
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
詳
し
く
は
受
験
案
内
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

　
放
送
大
学
は
国
の
出
資
に
よ
り
設

置
さ
れ
、
テ
レ
ビ
ー
ラ
ジ
オ
を
利
用

し
て
授
業
を
行
う
正
規
の
大
学
（
教

養
学
部
）
で
す
。
平
成
1
2
年
度
1
0
月

入
学
生
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

　
募
集
内
容
　
①
全
科
履
修
生
＝
４

年
以
上
在
学
し
、
所
定
の
四
－
単
位
以

上
の
取
得
に
よ
り
学
士
（
教
養
）
の

学
位
が
得
ら
れ
ま
す
②
選
科
履
修
生

＝
１
年
間
在
学
③
科
目
履
修
生
＝
半

年
間
在
学

　
入
学
資
格
　
①
は
1
8
歳
以
上
で
高

校
卒
の
、
②
③
は
1
5
歳
以
上
で
あ
れ

ば
ど
な
た
で
も
入
学
で
き
ま
す
。
（
無

試
験
）

　
願
書
受
付
期
間
　
６
月
1
5
日
團

～
８
月
1
5
日
㈲
（
千
葉
県
の
放
送
大

学
本
部
郵
送
必
着
）

　
問
い
合
わ
せ
先
・
願
書
請
求
　
〒

　
岡
崎
商
工
会
議
所
の
会
館
を
、
一

定
期
間
す
べ
て
の
時
間
帯
に
対
し
て

通
常
料
金
の
半
額
で
提
供
し
ま
す
。

　
非
会
員
の
か
た
も
利
用
で
き
ま
す
。

　
期
日
　
８
月
1
0
日
俐
～
1
6
日
南

　
対
象
　
一
般
企
業
、
市
民
、
各
種

団
体
な
ど

　
対
象
会
場
　
４
階
＝
会
議
室
②
、

教
養
室
、
５
階
＝
会
議
室
口
、
特
別

研
修
室
（
大
・
中
ホ
ー
ル
は
除
く
）

※
　
申
し
込
み
、
料
金
な
ど
詳
し
く

は
、
岡
崎
商
工
会
議
所
会
員
サ
ー
ビ

ス
グ
ル
ー
プ
会
館
管
理
担
当
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

fcrrr-

岡
崎
商
工
会
議
所
の

会
館
夏
の
大
開
放

文
化
振
興
課
生
涯
学
習
班

｜
］
Ｓ
３
＾
（
Ｏ
（
Ｄ
ｉ
ｎ
（
ｏ

放
送
大
学
愛
知
学
習
セ
ン
タ
ー

入
学
生
募
集

4
6
6
・
：
0
8
2
5
　
名
古
屋
市
昭
和
区

八
事
本
町
一
〇
一
－
ニ
　
中
京
大
学

内
放
送
大
学
　
き
０
５
２
・
８
３
１

HILL－TOP JAZZ CONCERT ２０００ﾋﾙﾄｯﾌﾟｼﾞｬｽﾞ］ﾝｻｰﾄ2000
Powerful&SoulfulNight!Keiko Lee with DokiDoki Monsters&Special Guest THE GOSPELLERS

■日

■会

■出

時
場
演

９月16日（土）午後５時開場　６時開演　※ドリンクバーを設けます。

岡崎中央総合公園武道館

ケイコ・リー

スペシヤルゲスト：ゴスペラーズ

地元出身で人気・実力共にＮＯ１の女性ボーカリスト、ケイコ・リ

ーとテレビ・ラジオで人気沸騰中のヴォーカルグループ、ゴスペ

ラーズの共演が岡崎で実現。ＨＯＴなステージを繰り広げます。

■入場料　Ｓ席4,000円（当日4,500円）

　　　　　ペアーテケット（S席）7,000円※前売りのみ

　　　　　Ａ席3.000円（当日3,500円）

　　　　　Ｓ席・Ａ席とも各エリア内は自由席

THE GOSPELLERS

Keiko Lee

■チケット　チケットぴあ(S052・320・9999)、中央

総合公園運営管理協会、岡崎劇場、富士プレイガイ

ド、フカヤの店、サークルＫ各店で絶賛発売中！

・その他　就学前のお子様の入場はご遠慮ください。

■主催・問い合わせ先

　岡崎中央総合公園運営管理協会昔2 5・788フ

｜



第
2
8
回

教
育
文
化
賞

候
補
者
募
集

　
岡
崎
市
の
教
育
文
化
振
興
に
寄
与

す
る
個
人
ま
た
は
団
体
の
優
れ
た
業

績
や
、
現
に
研
究
を
続
け
て
い
る
か

た
が
た
を
顕
彰
・
助
成
し
ま
す
。

　
申
請
・
推
薦
要
領
　
所
定
の
用
紙

に
業
績
内
容
の
概
要
な
ど
必
要
事
項

を
記
入
し
、
教
育
委
員
会
指
導
課

　
「
教
育
文
化
賞
」
担
当
へ
提
出
。

　
申
請
期
限
　
９
月
５
日
㈹

　
そ
の
他
　
用
紙
は
市
役
所
正
面
玄

関
受
付
、
教
育
委
員
会
（
市
福
祉
会

館
４
Ｆ
）
、
各
支
所
、
各
市
民
セ
ン
タ

ー
に
あ
り
ま
す
。

第
２
回

フ
ラ
ワ
ー
コ
ン
テ
ス
ト

作
品
募
集

　
コ
ン
テ
ス
ト
開
催
日
時

日
出
・
８
日
倒

　
場
所
　
賤
田
公
園
内

1
0
月
７

ハ
ン
ギ
ン
グ
バ
ス
ケ
ッ
ト
部
門

　
作
品
　
壁
掛
け
タ
イ
プ
で
、
一
人

で
持
ち
運
び
で
き
る
サ
イ
ズ
の
も
の

寄
せ
植
え
部
門
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
作
品
　
8
0
惣
四
方
以
内
で
、
一
人

ま
た
は
二
人
で
持
ち
運
び
で
き
る
サ

イ
ズ
の
も
の

両
部
門
共
通

　
募
集
点
数
　
各
3
0
点

　
応
募
方
法
　
８
月
末
日
ま
で
に
応

募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
郵

送
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
（
厦
5
3
・
0
1

0
1
）
で
申
し
込
み
。

　
作
品
搬
入
日
時
　
1
0
月
７
日
出

午
前
８
時
～
1
0
時

　
ガ
ー
デ
ン
部
門
（
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
）

　
作
品
　
個
人
、
企
業
の
庭
、
店
舗
、

商
店
街
の
通
り
な
ど
で
、
自
分
が
そ

の
花
の
生
育
に
携
わ
っ
た
も
の
の
写

真
（
プ
ラ
ン
タ
ー
、
鉢
植
え
な
ど
花

壇
の
よ
う
に
見
え
る
も
の
も
可
）

※
　
個
人
と
企
業
の
部
門
が
あ
り
ま

す
。

　
サ
イ
ズ
　
四
ツ
切
り
（
一
人
二
点

ま
で
可
。
ワ
イ
ド
四
ツ
切
り
可
。
）

　
応
募
方
法
　
８
月
末
日
ま
で
に
、

写
真
と
応
募
用
紙
を
同
封
し
て
郵
送

し
て
く
だ
さ
い
。

※
　
応
募
作
品
の
返
却
は
し
ま
せ

ん
。全

部
門
共
通

　
対
象
　
西
三
河
在
住
・
在
勤
の
か

た※
　
各
賞
の
ほ
か
、
応
募
者
全
員
に

参
加
賞
が
あ
り
ま
す
。

※
　
応
募
用
紙
は
、
電
話
で
商
工
会

議
所
婦
人
会
事
務
局
（
S
5
3
・
6
1

9
1
）
　
へ
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。
送

付
し
ま
す
。

チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ

出
店
者
を
募
集

　
商
店
街
空
き
店
舗
対
策
事
業
の
一

環
と
し
て
、
下
記
店
舗
へ
の
出
店
者

　
（
期
間
限
定
）
を
募
集
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
岡
崎
商
工
会
議
所
事
務

局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
募
集
業
種
　
物
品
小
売
業
（
飲
食

は
除
き
ま
す
）

　
出
店
場
所
　
康
生
通
東
一
丁
目
二

四
　
「
商
い
館
（
約
５
坪
）
」

　
費
用
　
運
営
協
力
金
と
し
て
月
額

四
万
円
及
び
水
道
光
熱
費
の
実
費

　
募
集
店
舗
　
若
干
。
原
則
と
し
て

１
ヵ
月
交
代
で
営
業
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。

※
　
申
込
状
況
に
よ
り
、
期
間
を
変

更
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　
契
約
期
間
　
８
月
か
ら
平
成
1
3
年

３
月
ま
で
の
期
間
中
の
１
ヵ
月
間

　
募
集
期
間
　
７
月
３
日
側
～
1
4
日

金身
体
障
害
者
巡
回
相
談

　
相
談
科
目
　
整
形
外
科
・
耳
鼻
咽

喉
科

　
内
容
　
身
体
障
害
者
手
帳
交
付
の

判
定
と
補
装
具
相
談

　
日
時
　
７
月
2
5
日
脚
　
受
付
▽
耳

鼻
咽
喉
科
一
午
前
1
0
時
3
0
分
、
整
形

外
科
一
午
前
Ｈ
時
3
0
分
、
診
断
及
び

地域説明会の日程　時間はいずれの会場も午前10時～11時30分

開催日 会　場 対　象　学　区

フ月18日脚 六ツ美市民センター 六ツ美中部、六ツ美北部、六ツ美西部、六ツ美南部

フ月19日水

　　　　一一

ア月ei日吉

大平市民センター 男川、美合、緑丘、生平、秦梨

福祉会館巳階 梅園、根石、井田、愛宕、広幡、連尺

７月Ｅ日吐）福祉会館Ｂ階 六名、三島、竜美丘、常磐南、常磐東、常磐

ア月e5日㈹矢作市民センター 矢作東、矢作北、北野、矢作西、矢作南

７月Ｅ日水 南部市民センター 羽根、小豆坂、城南、岡崎、福岡、上地

ア月£7日困岩津市民センター

一一一一

東部市民センター

恵田、岩津、大樹寺、大門、奥殿、細川

フ月2日日出 竜谷、藤川、山中、本宿

介護保険
地域説明会
を開催します

　介護保険事業の周知と円

滑な運営をはかるため、右

記の日程で地域説明会を開

催します。

　なお､ア月22日(土)の説明会

では､手話通訳があります。

　当日は、会場駐車場の混

雑が予想されますので、車

の相乗りや公共交通機関の

利用をお願いします。

※　学区に関係なく、都合

の良い会場でご参加ください。

介護保険課容23・6645

　　　　　昔23・6646

市政だより／おかざき2000年(平成12年)7月1日^
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補
装
具
相
談
一
午
後
１
時
～
３
時

　
場
所
　
岡
崎
市
福
祉
会
館
２
階

　
申
込
方
法
　
あ
ら
か
じ
め
障
害
援

護
課
障
害
援
護
班
へ
電
話
で
予
約

を
。
当
日
の
受
付
は
し
ま
せ
ん
。

入
学
前
就
学
相
談

　
愛
知
県
教
育
委
員
会
で
は
、
保
護

者
を
対
象
に
、
障
害
が
あ
る
と
思
わ

れ
る
お
子
さ
ん
（
原
則
と
し
て
、
小

学
校
入
学
前
）
の
就
学
相
談
会
を
開

催
し
ま
す
。

　
お
子
さ
ん
の
障
害
や
障
害
児
教
育

な
ど
に
つ
い
て
、
よ
り
正
し
く
理
解

す
る
場
と
し
て
、
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

　
日
時
　
８
月
2
3
日
㈲
・
2
4
日
困

午
後
１
時
3
0
分
～
４
時

　
場
所
　
西
三
河
総
合
庁
舎
４
階
会

議
室
（
明
大
寺
本
町
一
丁
目
四
番
地
）

　
申
込
方
法
　
８
月
１
日
㈹
ま
で
に

電
話
で
指
導
課
へ
予
約
し
て
く
だ
さ

い
。
相
談
は
無
料
で
す
。

耳
の
聞
こ
え
の
心
配
な

乳
幼
児
を
も
つ
み
な
さ
ん
へ

　
音
に
反
応
し
な
い
。
呼
ん
で
も
振

り
向
か
な
い
。
ほ
か
の
子
と
比
べ
て

音
へ
の
反
応
が
悪
い
よ
う
だ
。
こ
ん

な
お
子
さ
ん
を
お
持
ち
で
一
人
で
悩

ん
で
い
る
お
母
さ
ん
、
ぜ
ひ
一
日
も

早
く
岡
崎
聾
学
校
の
乳
幼
児
教
室
・

教
育
相
談
室
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
聞
こ
え
と
言
葉
は
３
歳
ま
で
に
急

ピ
ッ
チ
で
発
達
し
そ
の
時
期
を
の
が

す
と
後
に
大
き
な
支
障
を
も
た
ら
し

ま
す
。
聞
こ
え
に
問
題
の
あ
る
子
供

に
対
す
る
教
育
は
、
早
け
れ
ば
早
い

ほ
ど
効
果
が
あ
り
ま
す
。
で
す
か
ら

少
し
で
も
お
子
さ
ん
の
聞
こ
え
に
疑

問
を
抱
か
れ
た
ら
、
た
め
ら
わ
ず
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
場
所
　
岡
崎
聾
学
校
内
　
乳
幼
児

教
室
・
教
育
相
談
室
（
西
阿
知
和
町

御
用
田
一
番
地
二
三
　
原
4
5
・
6
2

4
8
）

　
内
容
　
脱
肋
匹
鼎
座
」
零
歳
か
ら

３
歳
ま
で
の
聴
覚
に
障
害
の
あ
る
子

ど
も
に
対
す
る
指
導
（
集
団
指
導
・

個
別
指
導
を
毎
週
各
―
回
、
計
２
回
）

［
漱
贋
㈲
談
室
］
聞
こ
え
と
言
葉
に
心

配
の
あ
る
子
ど
も
の
相
談
及
び
諸
検

査　
対
象
　
聞
こ
え
と
言
葉
に
心
配
の

あ
る
子
ど
も

　
申
込
方
法
　
電
話
ま
た
は
原
で
予

約
を
。
相
談
は
無
料
で
す
。

夏
季
資
金
の
申
し
込
み
は

お
早
め
に

　
夏
季
資
金
に
つ
い
て
は
、
申
し
込

み
が
集
中
い
た
し
ま
す
の
で
、
７
月

2
8
日
倒
ま
で
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

制度名 資金区分 期間 融資限度額 利率(年％)

中
小
企
業

事
業

資
金
⑩

通常資金
運　転 ５年以内

2,000万円

３年以内

５年以内
７年以内

.4

.4

.6設　備 ７年以内

災害復旧資金 設　備 ア年以内 2,000万円
５年以内1^

7年以内1.5

不況対策資金 運　転 ７年以内 2,000万円
3さ以内
５年以内

７年以内

.4

､４
.5

公害防止施設整備資金

設　備 ７年以内

1,000万円

中小企業構造高度化資金
組合　　3,000万円｜　　　1.5

中小企業者1,500万円

転業・開業資金(§1) 還　転

設　備
５年以内 1,000万円 1.6

L，
通常資金

運　転 ５年以内
5,000万円

３年以内

５年以内

ア年以内

.5

.5

,7設　備 ７年以内

特別小口資金
　　　⑥⑨

運　転

設　備
５年以内 1,000万円

３年以内1.5
5年以内1,5

§叉 共同事業資金

運　転

設　備
５年以内

組合　　　１億円

1.6転貸資金 組合　　　１億円

組合員事業資金 組合員　　1,000万円

※各制度く傷aきD⑩を除く）とも県信用保証協会の信用保証料が必要です。

※利率などは経済情勢その他の事情により変更することもあります。

ｅ

目
口

ｔ

　暴力団から被害を受けたり、脅し、

いやがらせでお困りのかたのために、

１日巡回暴力相談を開設します。

　相談は無料・秘密厳守ですのでお気

軽にお越しください。

１日時　７月2 8日出　午後１時～３

時

■場所　市役所市民ロビー

■主催　岡崎額田暴力追放市民会議

Ｉ相談内容

①暴力団などの債権取り立て

②示談屋などの交通事故介入

③民事事件に絡む脅し、嫌がらせなど

自治課市民相談班萱23・6492

岡崎警察署刑事課暴力係

容58・0110内線382

●●●●　献血にご協力ください●●●・

　　　岡崎地区献血推進協議会事務局

　　　　　障害援護課障害援護班

　　　　　萱E3・61 45

献血日程

場所

愛知県岡崎警察署

時間

9:30～11:00

月・日(曜)

７月26日湘

｢献血でわたしの

健康おすそわけ，
　　　　　一献血推進運動標語－

7月は｢愛の血液助け合い運動｣月間です。

岡崎献血ルー衣で献血された方に記念品進呈

■岡崎献血ルーム(シビコ5階昔25・6844)

受付時間10:00～13:00、14:00～17:45

(成分献血は10:00～12:00、14:00～17:00)

休日　毎週木曜日

岡崎市美術醐館臨時休館日

７月n日(火)~14日ま

　

レストラン｢セレーノ｣

ミュージアムショップ｢クロスピア｣

は７月11日(火･2日(水)のみ休業します。

岡崎市美術博物館a28・５０００



－
－

こ
ど
も
相
談

　
主
に
小
中
学
生
の
学
習
・
学
校
生

活
家
庭
環
境
な
ど
に
つ
い
て
の
相
談

を
行
い
ま
す
。

　
気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

　
開
設
日
　
毎
週
火
曜
日
～
金
曜
日

午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
場
所
　
中
央
市
民
セ
ン
タ
ー
（
上

六
名
三
丁
目
三
番
地
七
）

　
相
談
員
　
市
社
会
教
育
指
導
員

　
申
込
方
法
　
あ
ら
か
じ
め
電
話
で

予
約
し
て
か
ら
お
越
し
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
の
現
況
（
所
得
状
況
）

届
は
７
月
3
1
日
ま
で
に

　
７
月
は
国
民
年
金
の
う
ち
、
障
害

基
礎
年
金
・
遺
族
基
礎
年
金
を
受
け

て
い
る
か
た
の
「
現
況
届
」
を
提
出

し
て
い
た
だ
く
時
期
で
す
。

　
対
象
者
　
　
害
基
礎
年
金
＝
2
0

　
　
　
　
　
細
面
賑
弟
幽

歳
　
前
障
害
に
よ
り
年
金
を
受
給
し

て
い
る
か
た
（
年
金
証
書
の
年
金
コ

ー
ド
が
２
６
５
と
６
３
５
で
始
ま
る

か
た
）
　
［
障
原
藻
贋
降
洽
］
＝
旧
法
の

母
子
福
祉
年
金
・
準
母
子
福
祉
年
金

か
ら
移
行
し
た
年
金
を
受
給
し
て
い

る
か
た
（
年
金
コ
ー
ド
が
2
7
5
0

と
2
8
5
0
の
か
た
）

※
　
該
当
す
る
か
た
に
は
、
７
月
初

め
に
岡
崎
社
会
保
険
事
務
所
か
ら
現

況
（
所
得
状
況
）
届
が
郵
送
さ
れ
ま

す
。

　
提
出
期
限
　
７
月
3
1
日
囲

　
提
出
先
　
国
保
年
金
課
（
本
館
２

階
）
ま
た
は
支
所

　
届
け
出
に
必
要
な
も
の
　
①
現
況

　
（
所
得
状
況
）
届
②
印
鑑

県
立
養
護
学
校
体
験
入
学

　
愛
知
県
教
育
委
員
会
で
は
、
平
成

1
3
年
度
に
小
学
校
へ
入
学
す
る
障
害

の
あ
る
お
子
さ
ん
と
そ
の
保
護
者
を

対
象
に
、
養
護
学
校
の
体
験
入
学
を

実
施
し
ま
す
。

　
こ
の
体
験
入
学
で
は
、
授
業
参
観
、

学
校
に
お
け
る
諸
活
動
へ
の
参
加
、

教
育
相
談
等
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
体
験
入
学
を
希
望
さ
れ
る
か
た

は
、
各
養
護
学
校
に
直
接
電
話
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
期
日
　
９
月
1
4
日
俐
・
1
0
月
1
8
日

伽　
場
所
　
安
城
養
護
学
校
（
安
城
市

桜
井
町
伝
左
二
〇
　
Ｓ
０
５
６
６
・

9
9
◆
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
-
^
　
Ｌ
Ｏ
）

　
手
足
の
不
自
由
な
子

　
期
日
　
９
月
1
9
日
固
・
1
0
月
Ｈ
日

伽　
場
所
　
岡
崎
養
護
学
校
（
岡
崎
市

本
宿
町
古
新
田
七
八
　
萱
4
8
・
2
6

0
1
）

病
気
で
入
院
し
て
い
る
子

　
期
日
　
1
0
月
1
9
日
俐
・
1
1
月
1
6
日

困　
場
所
　
大
府
養
護
学
校
（
大
府
市

●

森
岡
町
尾
坂
田
一
の

″
ｈ
）
（
／
）
◆
4
8
◆
Ｌ
Ｏ
　
Ｃ
Ｏ
　
'
―
<

一

一

１

Ｗ

ａ
０
５

そ
の
他

の
一
情
｝
Ｊ
四
ｍ

７
月
は
社
会
を

明
る
く
す
る

運
動
強
調
月
間
で
す

　
　
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
は

す
べ
て
の
国
民
が
、
犯
罪
の
防
止
と

罪
を
犯
し
た
人
た
ち
の
更
生
に
つ
い

て
理
解
を
深
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場

で
力
を
合
わ
せ
、
犯
罪
や
非
行
の
な

い
明
る
い
社
会
を
築
こ
う
と
す
る
全

国
的
な
運
動
で
す
。

　
統
一
標
語
　
ふ
れ
あ
い
と
　
対
話

が
築
く
　
明
る
い
社
会

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
月
間

陶
芸
作
品
展

　
受
刑
者
が
将
来
の
社
会
復
帰
と
更

生
を
誓
い
つ
つ
製
作
し
た
手
作
り
の

作
品
を
展
示
即
売
し
ま
す
。

　
日
時
　
７
月
７
日
倒
～
９
日
間

午
前
1
0
時
～
午
後
５
時
（
最
終
日
は

午
後
３
時
ま
で
）

　
会
場
　
岡
崎
商
工
会
議
所
中
ホ
ー

ル　
主
な
展
示
即
売
品
　
花
器
、
抹
茶

茶
碗
、
茶
こ
ぼ
し
、
各
地
の
工
芸
品

　
主
催
　
岡
崎
医
療
刑
務
所
（
S
5
3

◆
７
７
ｎ
べ
）
４
）

‐
－
＝

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
標
語
募
集

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‐
―

　
犯
罪
や
非
行
の
防
止
、
罪
を
犯
し

た
人
た
ち
の
更
生
を
テ
ー
マ
と
し
た

標
語
を
募
集
し
ま
す
。

　
応
募
方
法
　
官
製
は
が
き
に
「
社

明
標
語
」
と
朱
書
の
う
え
、
①
作
者

名
②
住
所
③
電
話
番
号
④
学
校
名
ま

た
は
勤
務
先
⑤
年
齢
⑥
性
別
を
明
記

し
、
は
が
き
１
通
に
１
作
品
を
記
入

し
て
く
だ
さ
い
（
応
募
枚
数
に
制
限

は
あ
り
ま
せ
ん
）
。

　
応
募
期
限
　
７
月
3
1
日
側
　
当
日

消
印
有

　
応
募
先
　
〒
1
0
0
・
：
8
9
7
7
　
東

京
都
千
代
田
区
霞
が
関
丁
丁
一

法
務
省
広
報
室

　
審
査
　
主
催
者
、
後
援
者
な
ど
の

関
係
者
で
審
査
会
を
構
成
し
て
実

施
。
ロ
ー
月
上
旬
、
受
賞
者
に
通
知
。

　
表
彰
　
最
優
秀
賞
―
点
、
優
秀
賞

２
点
、
特
別
賞
―
点
に
表
彰
状
と
副

賞
が
贈
ら
れ
ま
す
。

　
そ
の
他
　
応
募
作
品
は
、
未
発
表

の
も
の
に
限
り
、
応
募
作
品
の
版
権

は
主
催
者
に
帰
属
し
ま
す
。

　
主
催
　
法
務
省
社
会
を
明
る
く
す

る
運
動
中
央
実
施
委
員
会

青
少
年
の
非
行
問
題
に

取
り
組
む
県
民
運
動

　
夏
の
暑
さ
や
解
放
感
か
ら
７
月
、

８
月
は
、
青
少
年
が
非
行
に
走
り
や

す
い
時
期
で
す
。
最
近
、
青
少
年
に

　　年金者住宅「ゆとりの里」は、お年寄りが安心して充実した生活
　がう配慮有料老す

．　　こ二ふ●哨Sl■場所　市内美合町字下長根2－11　高年者センター岡崎内

里のりとゆ

■構造　鉄筋コンクリート造３階建(冷暖房設備、エレベータ付き)

・空室　２室Ａタイプ＝1室(和室6畳､ミニキッチン､バス､ﾄｲﾚ､倉庫など)

　　　　　　　Ｂタイプ＝1室(和室10畳､ミニキッチン､バス､トイレ､倉庫など)

Ｉ費用　kタイプ＝入居金･750万円、管理費月額･46,000円(税別)

　　　　Bタイプ＝入居金･950万円、管理費月額･54.000円(税別)

・入居資格　市内在住の60歳以上のかたで、自分で身の回りのこと

ができ、入居費用を負担できるかた。

市政だより／おかざき2000年(平成12年)7月1日ｅ

入居者募集

福祉事業団

年金者住宅

[高年者センター岡崎内]

a55・０１　1 8
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少年相談機関舟岡崎市の入口舟
よ
る
非
行
や
犯
罪
が
低
年
齢
化
、
凶

悪
化
し
て
い
ま
す
。

　
青
少
年
の
健
全
な
育
成
に
は
、
生

活
の
場
で
あ
る
家
庭
・
地
域
は
た
い

へ
ん
重
要
で
す
。

　
こ
の
機
会
に
家
庭
や
地
域
で
非
行

防
止
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
よ
う
。

　
強
調
期
間
　
７
月
１
日
～
８
月
3
1

　
ス
ロ
ー
ガ
ン
　
非
行
の
芽
　
は
や

め
に
つ
も
う
　
み
な
我
が
子

豊日日・○フ83
相談時間　平日午後1時～9時

こころの

電　　話

おかざき

2000年6月｜日現在

3283
１５ａ

相談時間　平Eﾖ午前8時30分～午後勁

aP3・B33O

岡崎少年

愛　　護

センター

岡崎市

　170人増

　236人増

　406人増

291世帯増

　170,073人

　168,939人

　339,012人

119,528世帯

男
　
女
　
計

世帯数

家庭児童｜

相談時間　平巳午前動3}分～゜こ後5時相談室　　　　　5月末現在の
岡崎市内の交通事故状況

防
火
管
理
講
習

｜

　
消
防
法
で
は
、
一
定
規
模
以
上
の

事
業
所
（
集
会
場
、
飲
食
店
、
遊
戯

場
及
び
店
舗
等
に
つ
い
て
は
、
収
容

人
員
3
0
人
以
上
、
共
同
住
宅
、
学
校

及
び
工
場
な
ど
に
つ
い
て
は
、
収
容

人
員
5
0
人
以
上
）
に
対
し
、
防
火
管

理
者
を
定
め
、
そ
の
防
火
対
象
物
の

基
本
と
な
る
消
防
計
画
の
作
成
と
そ

の
計
画
に
基
づ
く
防
火
管
理
業
務
を

行
わ
せ
る
こ
と
を
義
務
付
け
て
い
ま

す
。
消
防
法
に
定
め
る
甲
種
防
火
管

理
者
の
資
格
を
得
る
た
め
の
講
習
を

次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

　
日
時
　
９
月
1
3
日
南
・
1
4
日
俐
（
２

日
間
の
受
講
が
必
要
）
午
前
９
時
か

ら
午
後
４
時
3
0
分

　
場
所
　
市
福
祉
会
館
六
階
ホ
ー
ル

　
講
習
内
容
　
防
火
管
理
者
と
し
て

必
要
な
基
礎
知
識

　
申
込
方
法
　
７
月
1
4
日
廊
ま
で
に

奥a
死傷者

死者負傷者 計

平成＼2年 982件 11人・1,148人 1，159人

平成||年 1,0)0ﾔ牛 12人1,122人 1，34人

比較 －Z8ﾔ中 －1人　十26人 十25人

受
講
申
込
書
に
受
講
費
四
千
百
円
を

添
え
て
消
防
本
部
予
防
課
へ
ご
持
参

く
だ
さ
い
。

※
　
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま

す
。

蓄
電
池
設
備
整
備
資
格
者
講
習

Ｕ

ｉ

　
岡
崎
市
火
災
予
防
条
例
に
よ
り
、

蓄
電
池
設
備
の
火
災
予
防
上
必
要
な

点
検
、
補
修
等
は
「
必
要
な
知
識
及

び
技
能
を
有
す
る
者
」
が
行
う
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
の
蓄

電
池
設
備
整
備
資
格
者
講
習
が
実
施

さ
れ
ま
す
。

　
講
習
日
　
８
月
2
9
日
向
・
3
0
日
伽

　
（
２
日
間
受
講
）

　
講
習
場
所
　
県
産
業
貿
易
館
西
館

（
名
古
屋
市
中
区
丸
の
内
ニ
ー
四
‐
七
）

　
募
集
人
員
　
2
0
0
人

　
申
請
期
間
　
７
月
６
日
俐
～
1
4
日

廊

注;死者畝は、事敵発生から2d時聞以内に死こした人です。

日本脳炎の予防接種は

お済みですか？

　日本脳炎は､夏に流行する病気です。

　早めに予防接種を受けましよう。

　対象者には、すでに通知書をお届け

しました。通知書の裏面に掲載の医療

機関に予約して受けてください。

・接種期間　８月31日俐まで

　保健課予防対策班容23・6 1 80

　
申
請
場
所
　
斜
愛
知
県
消
防
設
備

安
全
協
会
（
名
古
屋
市
東
区
白
壁
一

丁
目
五
〇
　
県
白
壁
庁
舎
２
階
萱
０

５
２
◆
９
６
２
◆
0
7
0
7
）

市
民
会
館
で
お
二
人
の
プ
ラ
ン
・

お
二
人
の
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ

　
お
二
人
に
よ
る
プ
ラ
ン
で
演
出
を

行
う
手
作
り
結
婚
式
は
い
か
が
で
す

か
。
結
婚
式
の
み
、
披
露
宴
の
み
で

の
ご
利
用
も
で
き
ま
す
。

　
披
露
宴
室
は
各
種
パ
ー
テ
ィ
ー
に

も
ご
利
用
頂
け
ま
す
。
皆
様
の
お
越

し
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
ご
予
約

は
１
年
前
か
ら
受
付
ま
す
。

　
施
設
の
内
容
　
式
場
（
定
員
3
8
人
）

写
場
・
披
露
宴
室
（
と
も
に
定
員
6
6

人
）
　
新
郎
新
婦
控
え
室

　
利
用
時
間
　
挙
式
（
3
0
分
）
、
記
念

写
真
（
3
0
分
）
、
披
露
宴
（
２
時
間
、

延
長
可
能
）

　
使
用
料
金
　
一
万
九
千
四
百
三
十
円

区　　分 譲りたい人|必要な人
車　　い　　　す　３件　１　７件

電動車いす　１件 １件

手動ベッド ３件 ０件

電勧ベッド ０件 １件

※　福祉機器を「譲りたい人」「必要

な人」は登録してください。

※　費用は有料の場合もあります。

　　　　地域福祉サービスセンター

　　　　　　　　　S2 3・8938

岡崎市戦没者追悼式円夏の交通安全市民運動７月10日(目～20日困

■若者の無謀運転による交通事故

をなくそう

■高齢者と子どもを交通事故から

守ろう

■シートベルト・チャイルドシー

トの着用を徹底しよう

　レジャーシーズンを迎えるこの

時期は、行楽や夜間外出の増加で

交通事故が心配されます。また、

暑さや開放感から注意が散漫にな

り、特に若者や高齢者、子どもの

交通事故の危険性も高まります。

　交通事故防止に努めましよう。

交通安全課安全指導班萱23・6238

　戦争の犠牲となられたかたがたのご

めい福をお祈りします。

　ご遺族のかたはご参列ください。

圃日時　７月19日南　午前11時

圖場所　市民会館

　　　　障害援護課障害援護班（援護）

　　　　　　　　　a236145

ｅ



竜
美
丘
会
館
の
ご
案
内

ご
ご
　
・
‘
ｊ
一
一
’
一
ｉ
　
。
　
　
一

　
多
目
的
ホ
ー
ル
を
中
心
と
し
た
当

会
館
は
、
会
議
・
研
修
な
ど
少
人
数

で
行
え
る
会
議
室
も
備
え
て
お
り
、

皆
さ
ん
の
幅
広
い
ご
利
用
に
お
応
え

し
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
併
設
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
は
、

ラ
ン
チ
メ
ニ
ュ
ー
の
充
実
を
図
り
、

各
種
パ
ー
テ
ィ
ー
の
企
画
も
ご
相
談

に
応
じ
て
い
ま
す
。

　
い
ず
れ
の
ご
利
用
も
お
気
軽
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
受
付
時
間
は
、
ど
ち
ら
も
午
前
８

時
3
0
分
か
ら
午
後
５
時
ま
で
で
す
。

▼
部
屋
の
利
用
は
2
4
・
3
9
5
1

▼
食
事
の
予
約
は
2
5
・
2
2
1
3

せ
き
れ
い
ホ
ー
ル
の
ご
案
内

?五

回

　
5
0
0
人
収
容
で
き
る
固
定
席
の
ホ
ー

ル
を
は
じ
め
、
大
小
５
室
の
集
会
室

　
（
定
員
1
2
～
4
8
人
）
が
あ
り
ま
す
。

　
ホ
ー
ル
は
、
本
格
的
な
舞
台
と
充

実
し
た
設
備
を
備
え
、
あ
ら
ゆ
る
演

出
に
対
応
で
き
、
音
楽
、
舞
踏
、
講

演
な
ど
、
日
ご
ろ
の
成
果
を
発
表
す

る
場
所
と
し
て
も
最
適
の
施
設
で
す
。

　
ま
た
、
会
議
、
サ
ー
ク
ル
、
研
修

な
ど
少
人
数
で
の
会
合
に
は
、
集
会

室
が
お
す
す
め
で
す
。

　
皆
さ
ん
の
ふ
れ
あ
い
の
場
と
し
て

気
軽
に
ご
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
は
、
せ

き
れ
い
ホ
ー
ル
へ

お
茶
会
な
ど
に

甲
山
閣
の
ご
利
用
を

　
甲
山
の
中
腹
に
あ
る
純
和
風
の
甲

山
閣
は
、
ヒ
ノ
キ
材
を
中
心
と
し
た

木
造
２
階
か
わ
ら
ぶ
き
の
集
会
施
設

　
（
1
5
畳
２
室
・
1
0
畳
１
室
・
８
畳
４

室
）
で
す
。
趣
味
・
習
い
事
・
お
茶

会
の
他
各
種
会
合
に
ご
利
用
頂
け
ま

す
。
眺
望
も
す
ば
ら
し
く
、
岡
崎
の

町
並
み
が
一
望
で
き
、
庭
園
で
は
市

内
で
も
め
ず
ら
し
い
水
琴
窟
の
音
色

を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
駐
車

場
（
1
3
台
）
も
設
置
し
て
あ
り
ま
す
。

申
込
み
は
市
民
会
館
ま
で
。

消
防
設
備
士
試
験

　
試
験
日
　
９
月
３
日
向
こ
…
一
日
向

　
試
験
会
場
　
名
古
屋
工
学
院
専
門

学
校
（
名
古
屋
市
熱
田
区
神
宮
四
丁

目
七
一
二
こ

　
試
験
の
種
類
　
甲
種
（
第
１
類
～

第
５
類
）
、
乙
種
（
第
１
類
～
第
７
類
）

　
受
付
期
間
　
７
月
2
5
日
脚
～
3
1
日

㈲　
受
付
場
所
　
財
消
防
試
験
研
究
セ

ン
タ
ー
愛
知
県
支
部
（
〒
６
・
：
０
０

１
１

名
古
屋
市
東
区
白
壁
一
丁
目

五
〇
　
県
白
壁
庁
舎
２
階
萱
０
５
２

・
９
６
２
・
1
5
0
3
）
　
へ
郵
送
ま

た
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　
そ
の
他
　
受
験
願
書
は
、
７
月
Ｈ

日
向
以
降
、
消
防
本
部
予
防
課
、
消

防
署
各
署
所
、
西
三
河
事
務
所
及
び

県
民
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー

３
階
）
に
あ
り
ま
す
。

（
シ
ビ
コ

資
源
ご
み
（
缶
・
ビ
ン
）
を

正
し
く
出
し
ま
し
ょ
う

　
缶
・
ビ
ン
の
分
別
収
集
を
始
め
て

５
年
目
と
な
り
ま
す
が
、
ま
だ
一
部

マ
ナ
ー
が
守
ら
れ
て
い
な
い
よ
う
で

す
。
せ
っ
か
く
分
別
し
て
も
、
品
質

が
悪
い
と
資
源
化
す
る
の
が
困
難
に

な
り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
一
層
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
市
で
収
集
す
る
資
源
ご
み
と
は
、

家
庭
生
活
か
ら
出
る
、
食
料
・
飲
料
が

入
っ
て
い
た
空
き
缶
・
空
き
ビ
ン
で

す
。

［
胃
き
の
コ
ン
テ
ナ
に
入
れ
る
も
昂

　
‐
’
－
－
－
－
’
―
－

　
空
き
缶
（
飲
料
缶
、
缶
詰
の
缶
、

菓
子
缶
な
ど
）

冒
色
の
コ
ン
テ
ナ
に
入
れ
る
も
の

　
‐
‐
　
　
　
　
―
－

　
一
升
ビ
ン
、
ビ
ー
ル
ビ
ン

　
　
　
　
ー
‐
－
‐

茶
色
の
コ
ン
テ
ナ
に
入
れ
る
も
の

　
空
き
ビ
ン
（
飲
料
ビ
ン
、
酒
類
の

ピ
ン
、
調
味
料
ビ
ン
な
ど
）

－
‐
　
　
　
－
　
　
　
　
‐

守
っ
て
く
だ
さ
い

①
中
身
は
す
べ
て
使
い
き
り
、
水
洗

い
ま
た
は
ふ
き
と
る
な
ど
し
て
、
で

き
る
だ
け
き
れ
い
な
状
態
で
出
し
て

く
だ
さ
い
。

②
手
で
簡
単
に
と
る
こ
と
が
で
き
る

ふ
た
は
と
っ
て
、
不
燃
ご
み
に
出
し

て
く
だ
さ
い
。

③
コ
ン
テ
ナ
に
は
空
き
缶
・
空
き
ピ

ン
以
外
は
入
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

④
事
業
活
動
か
ら
出
る
資
源
ご
み
は

グリーンセンター長瀬（橋目町）

ユーストア矢作店（舶越町）

フレンドリーショップあちか（橋目町）

ファミリーショップウインディ（大和町）

ナフコ岡崎大和店（大和町）

　岩津支所管内（6店舗）

ヤマナカアルテ岡崎北（井ノロ町）

ドミー百々店（百々町）

ファミリーショップウイング（仁木町）

トヨタ生活協同組合メグリア北斗店（細川町）

トヨタ生活協同組合メグリアミニ上里店（上里３丁目）

スーパーいれぶん（岩津町）

　

Ａコープいない店（井内町）

酒のすぎた土井店（土井町）

ユーストア上和田店（上和田町）

コミニティショップジヤンボ（中島中町）

スーパーマーケットマグフーズ六ツ美店（井内町）

フレッシユフーズセル（中島町）

西友岡崎店（戸崎町）

ジャスコ岡崎南店（戸崎町）

酒のすぎた若松店（若松町）

ショッピングセンターはしら（柱町）

ヤマナカ羽根店（柱町）

フジフアミリーショップ八百時（福岡町）

ナフコＮＥＷＳ（不吹町）

ナフコ岡崎柱町店（柱町）

　大平支所管内（5店舗）

Ａコープおとがわ店（洞町）

ユーストア洞店（洞町）

ドミー美合店（美合町）

ケイズパークＯＫＡ（岡町）

スーパーグリーンヒル（緑丘２丁目）

　東部支所管内（2店舗）　　　　　　　　　_･

酒のすぎた美合店（蓑川町）

スカイショップサカエヤ（山綱町）

　

Ａコープ矢作店（矢作町）

市政だより／おかざき2000年(平成12年)7月１日Φ
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事
業
系
一
般
廃
棄
物
（
ご
み
）
な
の

で
、
コ
ン
テ
ナ
に
は
入
れ
な
い
で
く

だ
さ
い
。

⑤
ふ
だ
、
キ
ャ
ッ
プ
、
化
粧
品
の
ピ

ン
、
ガ
ラ
ス
食
器
、
割
れ
た
ビ
ン
、

一
斗
缶
な
ど
は
不
燃
ご
み
と
し
て
出

し
て
く
だ
さ
い
。

岡
崎
都
市
計
画
の
案
の
縦
覧

　
岡
崎
都
市
計
画
の
案
の
縦
覧
を
次

の
と
お
り
行
い
ま
す
。

　
都
市
計
画
の
案
　
▽
市
街
化
区
域

及
び
市
街
化
調
整
区
域
の
変
更
、
▽

用
途
地
域
の
変
更
、
▽
防
火
地
域
及

び
準
防
火
地
域
の
変
更
、
▽
生
産
緑

地
地
区
の
変
更

　
期
間
　
７
月
Ｈ
日
㈹
～
2
5
日
固

　
（
上
日
曜
日
お
よ
び
祝
日
は
除
く
）

　
時
間
　
午
前
９
時
～
午
後
５
９
　

　
場
所
　
都
市
計
画
課
（
本
館
７
階
）

ま
た
は
県
建
設
部
都
市
計
画
課
（
県

本
庁
舎
５
階
）

※
　
こ
の
都
市
計
画
の
案
に
つ
い
て

意
見
の
あ
る
か
た
は
、
縦
覧
期
間
満

了
の
日
ま
で
に
、
県
（
〒
4
6
0
・
：
8
5

0
1
　
県
建
設
部
都
市
計
画
課
ａ
ｏ

５
２
◆
９
６
１
◆
2
1
1
1
）
　
ｕ
た

は
市
に
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

排
水
設
備
工
事

責
任
技
術
者
試
験

　
試
験
日
時
　
Ｈ
月
1
9
日
向
　
午
前

1
0
時
3
0
分
か
ら

　
試
験
会
場
　
ポ
ー
ト
メ
ッ
セ
な
ご

や
（
名
古
屋
市
国
際
展
示
場
）

　
試
験
科
目
　
筆
記
と
実
技

　
願
書
の
交
付
・
受
付
こ
四
阿
７
月

1
2
日
伽
～
3
1
日
囲
　
［
馬
匹
７
月
1
7

日
㈲
～
3
1
日
㈲
（
郵
送
不
可
）
　
下

水
道
部
業
務
課
（
北
館
３
階
）
で
。

た
だ
し
、
土
曜
日
、
日
曜
日
、
祝
日

を
除
く
午
前
８
時
3
0
分
～
午
後
５
時

ま
で
。

　
ご
寄
付
・
ご
寄
贈
あ
り
が
と
う

　
ご
ざ
い
ま
し
た
　
（
敬
称
略
）

市
役
所
関
係

秘
書
課
総
務
班
a
2
3
・
６
０
０
６

▼
山
本
育
子
▼
岡
崎
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

ラ
ブ
▼
岡
崎
葵
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

▼
岡
崎
南
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
▼
岡

崎
緑
化
協
力
会
▼
ロ
　
　
年
度
羽
根
小
学

校
父
母
教
師
会

　
社
会
福
祉
協
議
会
関
係

　
社
会
福
祉
協
議
会
容
2
3
・
８
７
０
５

養
社
会
福
祉
協
議
会
善
意
銀
行

▼
リ
コ
ー
エ
レ
メ
ッ
ク
ス
㈱
▼
中
部

サ
ン
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
▼
岡
崎
さ

つ
き
愛
好
会
▼
Ｓ
Ｔ
パ
テ
ィ
オ
Ｇ
Ｃ

有
志
一
同

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
基
金

▼
岡
崎
観
光
協
会
▼
大
野
清
尊
▼
東

愛
知
ヤ
ク
ル
ト
販
売
㈱
▼
根
石
地
区

民
生
委
員
・
児
童
委
員
協
議
会

目電話FAXサービス回

　　　　　s2a・フフフフ

　　市からのお知らせや暮らしに必要

　な情報を電話やＦＡＸで24時間案内。

　　　代表的なメニュー番号

　　●●●今週の市政だより●●●

　　　　　　　フ○○
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●●●中央総合公園イベント情報●●●

　　　　　　　605

　●●●ふれあいドーム岡崎情報●●●

　　　　　　　BQ6

　

●　　－　・　一㎜--

みかわ市民生協コープ岡崎北（錦町）

ハイパーマートダイェー岡崎店（上六名町）

ドミー稲熊店（稲熊町）

酒のすぎた岡崎店（井田西町）

フジマート岡崎店（欠町）

スーパーカーモ岡崎店（六名新町）

食品スーパーぽてと（日名中町）

トヨタ生活協同組合メグリア滝店（滝町）

アオキスーパー伊賀店（伊賀町）

スーパーサンショッピ（上六名町）

あおいマート（井田町）

中町バス停前ショッピングセンターアロー（中町）

フレッシュショップあいランド（梅園町）

ショッピングプラザみどり（竜美台２丁目）

　岡崎支所管内（11店舗）

みかわ市民生協コープ岡崎（上地２丁目）

ドミー上地店（上地１丁目）

ドミー若松店（若松町）

Ｃ∇
〈

Ｌ　
―
しリ□

Ｌ
Ｄ
ト

生活環境課豊23・6530

　リサイクル活動の一つとしてＰＥＴボトルの回収を協

力店の店頭で行なっていますので、出し方のルールを守

って出してください。

　ルールを守っていただかないと、リサイクルできないば

かりか、協力していただく小売店にも迷惑がかかります。

-- -出し方

ミネラルウォター、ジュース、炭酸飲料など飲み物

が入っていた無色のＰＥＴボトルに限ります。

協力店の回収

箱にＰＥＴボ

トルだけを入

れる

　
　
　
峰

足
で
軽
く
つ
ぶ
す

　
　
　
峰

中
を
水
で
す
す
ぐ

　
　
　
吟

ラ
ベ
ル
を
は
が
す

　
　
　
吟

キ
ャ
ッ
プ
を
取
る

ｐ



｜

□保険料の納め方

　第１号被保険者の保険料は被保険者ごとに異なりますので、それぞれに

納めていただきます。

　徴収方法は次のとおりです。

保1険

量

　　　　　　　　畢

保険料の納期月

平成12年度:Ｈ〕月・I 2月・

平成13年度：７月・８月・

　　　　　２月

平成14年度：７月・８月・

　　　　　12月・１月・

２月

９月・10月・12月・

９月・10月・11月・

２月

※保険料額の納入通知書と納付書を各年度の最

初の納期前に送付します。

市政だよりおかざき2000年(平成12年)７月１日glS

　４月１日現在、65歳以上で老齢・退職年金

　（遺族年金・障害年金・老齢福祉年金などは除

く）を受給されていて、年金が年額1日万円以上

のかた

　　　　　　　　　畢

　　　　　　　　畢

保険料の徴収月

平成12年度:10月・12月・２月

平成13年度：４月・６月・８月・10月・12月・

　　　　　２月

平成14年度：４月・６月・８月・10月・12月・

　　　　　２月

※保険料額については事前に通知します。

■第２号被保険者(40歳から64歳までのかた)の保険料

□保険料の決め方など

第２号被保険者の保険料は加入している健康保険によって異なります。

区　　分 職場の健康保険などに加入しているかた

・保険料の額は標準報酬月額に応じて異な

　ります。

・専業主婦など被扶養者になっているかた

　の保険料は加入している被保険者全体で

　負担します。

・毎月の給料から一般保険料と合わせて健

　康保険料として天引きされます。

国民健康保険に加入しているかた

保険料

の　　額

・保険料の額は所得や資産などによって異

　なります。

・世帯員の分は世帯主が負担します。

保険料の

納め方

・従来の国民健康保険料（医療分）に介護

　分を合わせて納めます。

※保険料の額や納め方など詳しい内容については、健康保険組合など、それぞれの医療保険者にお問い合わせください。

E&MI^目 ぼmm
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知っておきたしヽ

　　　　　　　　　　　　　　　　　介護保険課保険料班　昔23・6647

　介護を社会全体で支え合う介護保険制度がこの４月から始まりました。この制度を

支えるのが、40歳以上のみなさんに納めていただく介護保険料です。

　ここでは、この保険料の金額や納め方についてお知らせします。

■第1号被保険者(65歳以上のかた)の保険料
第１号被保険者の保険料は、平成12年度から14年度の３年間は同じ金額に設定されます。

なお、岡崎市の保険料の基準額（第３段階）は、年額32.400円（月額2700円）です。

□保険料の決め方

　第１号被保険者の保険料は、所得に応じて市町村ごとに決めます。

　岡崎市では、次の表のとおり、所得段階により保険料が異なり、５段階に分かれます。

□保険料の額

所得段階　　　　　　　　　保険料率　ｉ　　保険料年額：（月額）

第1段階 昌器質鵠詔昌r゛　基準額×0.5　　１　16,200円(1,350円)

第２段階 世帯全員が市民税非課税　　　　　　基準額×0.75 24,300円(2,025円)

　

第５段階 詣昌回税で合計所得金額　　基準額×1.5　　１　４８,６００円(4,050円)

□国の特別対策による軽減

　国の「介護保険法の円滑な実施のための特別対策」により第１号被保険者（65歳以上のかた）の保険料を次のよう

に軽減します。

○平成12年４月から12年９月までの半年間は…　-･　保険料を徴収しません。

○平成12年10月から13年9月までの1年間は…　４　保険料を半額（2分の1）に軽減します。

○平成13年10月以降は…　⇒　本来の保険料を納めます。

　よって、平成12年度と13年度の保険料（年額）は、次のようになります。

　　　平成12年度保険料（年額）　４　平成14年度保険料（年額）の4分の１

　　　平成13年度保険料（年額）　－･　平成14年度保険料（年額）の４分の３

　上記の国の特別対策により、平成12年度がら14年度の所得段階別の保険料（年額）は、次の表の額になります。

段　　階 保険料率
保険料（年額）

平成12年度 平成13年度 平成14年度

第1段階 基準額×0.5 4,050円 12,150円 16,200円

第２段階 基準額×0.75 6,075円 18,225円 24,300円

-●巴〃j・●1●IZ皿

第４段階 基準額×1.25　　１　　　10,125円　１　　　30,375円 ４０,５００円

第５段階 基準額×1.5 12,150円 36,450円 48,600円
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